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１　分野別施策の実績評価集計表

A１ A２ A３ B C Ｄ E

達成
80％
以上

達成
50～
80％
未満

達成
50％
未満

これ
から
実施

これ
から
計画

実施の
対象

年度外

削
除

① 24 9 0 0 0 2 0 35 94.3 68.6

② 51 9 1 0 0 1 0 62 98.4 82.3

③ 44 4 1 0 0 0 0 49 100.0 89.8

④ 26 0 0 0 1 0 0 27 96.3 96.3

⑤ 25 5 3 0 1 5 0 39 84.6 64.1

⑥ 13 0 0 1 0 0 0 14 92.9 92.9

⑦ 10 4 0 0 0 0 0 14 100.0 71.4

⑧ 4 2 0 0 0 0 0 6 100.0 66.7

⑨ 2 1 0 0 0 0 0 3 100.0 66.7

⑩ 4 1 0 0 0 0 0 5 100.0 80.0

⑪ 4 7 0 0 0 0 0 11 100.0 36.4

⑫ 48 9 0 0 0 3 0 60 95.0 80.0

⑬ 5 2 2 1 0 0 0 10 90.0 50.0

⑭ 41 8 1 0 0 0 0 50 100.0 82.0

⑮ 5 2 1 0 0 0 0 8 100.0 62.5

306 63 9 2 2 11 0 393 96.2 77.9

令和５年度実績

評価ランク

計
実施
率

（％）

達成
率

（％）基　準　説　明

同和問題

女性に関する問題

子どもに関する問題

高齢者に関する問題

障害のある人に関する
問題

外国人に関する問題

特定の職業に従事する者
に対する人権・同和教育
の推進

効果的な人権・同和教
育と啓発活動の推進

本市における計画の推
進

合計

患者等に関する問題

犯罪被害者等に関する
問題

性的指向・性自認に関
する人権問題

インターネットによる人権
侵害

人権に関する様々な問
題

あらゆる場における人
権・同和教育と啓発活動
の推進

－1－



２　課別施策の実績評価集計表

A１ A２ A３ B C Ｄ E

達成
80％
以上

達成
50～
80％
未満

達成
50％
未満

これ
から
実施

これ
から
計画

実施の
対象

年度外

削
除

課
　
　
　
　
別
　
　
　
　
施
　
　
　
　
策

3 0 0 0 0 0 0 3 100.0 100.0

3 0 0 0 0 0 0 3 100.0 100.0

23 5 0 0 0 1 0 29 96.6 79.3

1 0 0 0 0 0 0 1 100.0 100.0

1 2 0 0 0 0 0 3 100.0 33.3

1 0 0 0 0 0 0 1 100.0 100.0

13 0 0 1 0 0 0 14 92.9 92.9

20 20 2 0 0 3 0 45 93.3 44.4

6 0 0 0 0 0 0 6 100.0 100.0

4 0 0 0 0 0 0 4 100.0 100.0

16 1 1 0 0 0 0 18 100.0 88.9

21 2 0 1 0 0 0 24 95.8 87.5

15 3 1 0 0 0 0 19 100.0 78.9

21 0 0 0 0 0 0 21 100.0 100.0

1 0 0 0 0 0 0 1 100.0 100.0

0 2 1 0 0 5 0 8 37.5 0.0

0 0 0 0 2 0 0 2 0.0 0.0

1 0 0 0 0 0 0 1 100.0 100.0

1 0 1 0 0 0 0 2 100.0 50.0

2 0 0 0 0 0 0 2 100.0 100.0

60 3 0 0 0 0 0 63 100.0 95.2

83 24 3 0 0 2 0 112 98.2 74.1

4 0 0 0 0 0 0 4 100.0 100.0

3 0 0 0 0 0 0 3 100.0 100.0

2 1 0 0 0 0 0 3 100.0 66.7

1 0 0 0 0 0 0 1 100.0 100.0

306 63 9 2 2 11 0 393 96.2 77.9

令和５年度実績

評価ランク

計
実施
率

（％）

達成
率

（％）基　準　説　明

総務課

防災危機管理課

企画政策課

情報政策課

企業誘致・商工振興課

ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ推進課

まちづくり課

人権・同和対策課

隣保館

環境政策課

長寿社会課

健康づくり課

福祉課

子育て支援課

農業振興課

道路河川課

都市政策課

施設営繕課

スポーツ課

複数の課に関する項目

合計

農業委員会

教育総務課

学校教育課

生涯学習課

同和教育集会所

市民図書館

－2－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

1

1 同和問題 (1)学校教育における人権・
同和教育の推進

学校教育課

児童生徒の人権・同和教育の充実

A1 A1 →

全小・中学校において、
年間計画にそって児童・
生徒の発達段階に応じた
授業実践や全職員による
研修会を実施した。

継続して実施する。

2

1 同和問題 (1)学校教育における人権・
同和教育の推進

学校教育課

教職員の各種人権・同和教育研修会へ
の参加

A1 A1 →

全小・中学校において、
年間計画にそって児童・
生徒の発達段階に応じた
授業実践や全職員による
研修会を実施した。

継続して実施する。

3

1 同和問題 (1)学校教育における人権・
同和教育の推進

学校教育課

人権総合学習講座等の開設

A2 A2 →

新型コロナウイルス感染
症による研修会の縮減

新型コロナが5類に移行
したことより、事業の拡大
を実施する。

4

1 同和問題 (1)学校教育における人権・
同和教育の推進

学校教育課

生徒の進路相談の実施

A1 A1 →

キャリア教育の充実を図
り、本人の興味関心や適
正に応じた進路指導を実
施している。

継続して実施する。

5

1 同和問題 (2)社会教育における人権・
同和教育の推進

生涯学習課

地区巡回講座、なるほど！ザ・じんけん
ゼミナール､輝く女性のための心のセミ
ナーの実施 A2 A2 →

平常時の計画に戻し研修
を実施した。
・地区巡回講座 38回
・なるほど！ザ・じんけん
ゼミナール 4回

継続して実施する。

6

1 同和問題 (2)社会教育における人権・
同和教育の推進

生涯学習課

小・中学校ＰＴＡにおける研修会の開催

A2 A2 →

すべての小中学校単位
PTA・育友会を対象とした
研修会を実施するととも
に、市小中学校連合ＰＴＡ
との協働で各単位ＰＴＡ会
長・副会長を対象とした
リーダー研修を実施し
た。
・単位ＰＴＡ・育友会　15回
（校）
・市連Ｐリーダー研修 1回

まだ、全てのPTA・育友会
の開催に至っておらず、
開催数がコロナ禍前に戻
ればＡ１評価に復帰する
見込み。

7

1 同和問題 (3)啓発活動の推進 ①市民への啓
発

人権・同和対策課

リーフレットなど啓発資料の作成、配付

A1 A1 →

法務局や県が作成した
リーフレット等を同和問題
啓発強調月間や人権週
間に実施したパネル展等
で配布するとともに、各コ
ミュニティセンターにも配
布して啓発を行った。

継続して実施する。

－
3
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

8

1 同和問題 (3)啓発活動の推進 ①市民への啓
発

人権・同和対策課

同和問題啓発強調月間（８月）に市庁
舎等への懸垂幕、のぼり旗の掲示、公
用車へのマグネットステッカー貼付

A1 A1 →

8月の同和問題啓発強調
月間期間中に、懸垂幕
（市庁舎）と横断幕（伊万
里駅ペデストリアンデッ
キ）、のぼり旗（市庁舎、
コミュニティーセンター、
市民センター、隣保館、
同和教育集会所、西肥バ
ス伊万里営業所）を掲揚
した。
また、公用車67台、いまり
んバス1台に啓発ステッ
カーを貼付した。

継続して実施する。

9

1 同和問題 (3)啓発活動の推進 ①市民への啓
発

人権・同和対策課

同和問題講演会、啓発パネル展の開催
支援

A1 A1 →

生涯学習課が担当する
同和問題講演会の開催
を支援した。（8月29日開
催）
8月の同和問題啓発強調
月間にあわせて、市民図
書館でパネル展を実施
し、市民への啓発を行っ
た。
また、8月19日に開催した
伊万里じんけんシアター
では、同和問題をテーマ
とした「破戒」の上映会に
140人の来場者があっ
た。

同和問題講演会の開催
支援及びパネル展の開
催を継続する。

10

1 同和問題 (3)啓発活動の推進 ①市民への啓
発

生涯学習課

民生委員・児童委員協議会、老人クラ
ブへの啓発

A2 A1 ↑

計画どおりに研修会を実
施した。
・民生委員・児童委員協
議会　3回（地区）
・市老人クラブ連合会　1

継続して実施する。

11

1 同和問題 (3)啓発活動の推進 ①市民への啓
発

生涯学習課

市広報紙、公民館報による啓発
（みんなで考えよう人権・同和問題）

A1 A1 →

広報伊万里に計画的に
啓発記事を掲載した。
・年間 8回

継続して実施する。

12

1 同和問題 (3)啓発活動の推進 ①市民への啓
発

生涯学習課

ケーブルテレビ等のマスメディアを活用
した啓発

A1 A1 →

職員出演・制作のオリジ
ナル啓発動画をケーブル
テレビで放送した。
・年間 2回

継続して実施する。

－
4
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

13

1 同和問題 (3)啓発活動の推進 ①市民への啓
発

生涯学習課

同和問題啓発強調月間（８月）に同和
問題講演会を開催

A1 A1 →

人数制限なしで8月29日
に実施した。
参加者350人

継続して実施する。

14

1 同和問題 (3)啓発活動の推進 ①市民への啓
発

生涯学習課

同和問題啓発強調月間（８月）に公民
館、生涯学習センターにおけるのぼり旗
の掲示、公用車へのマグネットステッ
カーの貼付

A1 A1 →

公民館、生涯学習セン
ターにのぼり旗を掲示す
るとともに、公用車にマグ
ネットステッカーを貼付し
啓発を行った。

継続して実施する。

15

1 同和問題 (3)啓発活動の推進 ①市民への啓
発

生涯学習課

街頭キャンペーンの実施支援
主催イベントでの啓発

A2 A2 →

同和問題講演会で人権
標語入りオリジナル啓発
グッズを配付し、会場入
口にスクリーンを設置し
啓発動画「じんけんかわ
らばん」を上映した。

継続して実施する。

16

1 同和問題 (3)啓発活動の推進 ①市民への啓
発

市民図書館

同和問題をはじめとする人権に関する
書籍の設置による啓発

A1 A1 →

展示コーナー利用1回（9
日間）、人権・同和教育関
係資料数1,494冊（新規購
入33冊、寄贈・移管12冊）

展示コーナーの利用と併
せて、関係図書を購入
し、資料の充実を図る

17

1 同和問題 (3)啓発活動の推進 ②企業等など
への啓発

生涯学習課

伊万里・西松浦地区の企業で構成する
｢公正採用選考人権啓発推進協議会｣
活動支援

A2 A2 →

伊万里西松浦公正採用
選考人権啓発推進協議
会との連携で営業活動を
展開したが、まだ十分と
は言えず一層の推進が
必要である。
企業研修2回

継続して実施する。

18

1 同和問題 (3)啓発活動の推進 ②企業等など
への啓発

生涯学習課

企業トップクラス研修による教育・啓発

A1 A1 →

県労働局との協働で企業
トップクラスに対する研修
講座を実施した。
年2回

継続して実施する。

19

1 同和問題 (3)啓発活動の推進 ②企業等など
への啓発

生涯学習課

市内の事業所、団体、施設に指導員を
派遣し実施

A2 A2 →

労働組合を対象に指導
員を派遣し研修を実施し
た。
・労働組合研修 1件

継続して実施する。

20

1 同和問題 (3)啓発活動の推進 ②企業等など
への啓発

生涯学習課

企業職場研修の充実と指導者の育成
伊万里西松浦地区公正採用選考人権
啓発推進協議会活動の支援

A3 A2 ↑

伊万里西松浦公正採用
選考人権啓発推進協議
会との連携で営業活動を
展開したが、まだ十分と
は言えず一層の推進が
必要である。
企業研修2回

継続して実施する。

－
5
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

21

1 同和問題 (3)啓発活動の推進 ③えせ同和行
為に関する啓
発の充実 人権・同和対策課

市広報紙およびホームページへの掲載

A2 A2 →

広報（3月号）やホーム
ページで、えせ同和行為
の注意喚起を行った。

継続して実施する。

22

1 同和問題 (3)啓発活動の推進 ③えせ同和行
為に関する啓
発の充実 生涯学習課

なるほど！ザ・じんけんゼミナールや地
区巡回講座等で実施

A1 A1 →

えせ同和行為について
は、地区巡回講座等を通
じて啓発を行った。

継続して実施する。

23

1 同和問題 (4)隣保館、同和教育集会
所の事業推進

隣保館

人権総合学習講座、解放学級の開催

A1 A1 →

〇もみの木学級
回数：75回（小学校55回、
中学校20回）
参加者数：568人

継続して実施する。

24

1 同和問題 (4)隣保館、同和教育集会
所の事業推進

隣保館

文化活動などをとおした、住民グループ
の育成

A1 A1 →

〇ふれあいサロン、昼食
会、敬老会
実施回数：17回
参加者数：144人

継続して実施する。

25

1 同和問題 (4)隣保館、同和教育集会
所の事業推進

隣保館

ワイワイキャンプ事業や学校間交流事
業による地域交流事業の促進

A2 A1 ↑

〇大川町夏休みワイワイ
キャンプ
児童13人、大人70人
〇大川・松浦小学校6年
生交流事業
児童：31名、保護者：3
名、指導者：21名

ワイワイキャンプは4年ぶ
りの開催で参加児童数が
低迷したが、来年度以降
参加者増を図る。
6年生交流事業は、令和7
年度の学校統合を見据え
今後の事業について協議
する。

26

1 同和問題 (4)隣保館、同和教育集会
所の事業推進

隣保館

同和問題に対する理解を深めるための
活動の推進

A1 A1 →

〇隣保館の貸館、各種事
業の開催
回数：245回
利用者・参加者：1,931人

継続して実施する。

27

1 同和問題 (4)隣保館、同和教育集会
所の事業推進

同和教育集会所

市民を対象とした学習会の開催

A1 A1 →

地域交流事業「料理教
室」「粘土教室」におい
て、指導員による日常の
視点に軸足を置いた啓発
を展開した。
・粘土教室 年12回
・料理教室 年6回

継続して実施する。

28

1 同和問題 (4)隣保館、同和教育集会
所の事業推進

同和教育集会所

料理教室、粘土教室等の実施による地
域交流の促進

A1 A1 →

「料理教室」や「粘土教
室」を通じて地域交流を
促進した。
・粘土教室 年12回
・料理教室 年6回

継続して実施する。

－
6
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

29

1 同和問題 (4)隣保館、同和教育集会
所の事業推進

同和教育集会所

同和問題に対する理解を深めるための
活動促進

A1 A1 →

地域交流事業「料理教
室」「粘土教室」におい
て、指導員による日常の
視点に軸足を置いた啓発
を展開した。
・粘土教室 年12回
・料理教室 年6回

継続して実施する。

30

1 同和問題 (5)相談体制の充実

隣保館

住民の各種相談（健康相談・年金相談・
悩み事相談など）

A1 A1 →

〇生活・健康・教育相談
等受付
件数：48件
相談者：48人

継続して実施する。

31

1 同和問題 (5)相談体制の充実

同和教育集会所

住民の各種相談（健康相談・年金相談・
悩み事相談など）

A1 A1 →

地域住民からの生活全
般に関する各種相談に対
応している。

継続して実施する。

32

1 同和問題 (6)現状を把握するための
調査の取組

生涯学習課

市民意識調査の定期的実施（１回／５
年）

D D

令和2年度に実施、次回
は令和7年度の予定

33

1 同和問題 (6)現状を把握するための
調査の取組

人権・同和対策課

国・県が行う実態調査への協力

D D

国・県が行う実態調査へ
の協力依頼はなかった。

国・県が行う実態調査へ
の協力依頼があれば協
力する。

34

1 同和問題 (7)その他

人権・同和対策課

部落差別撤廃・人権擁護審議会の開催
および先進地視察（隔年）の実施

A2 A1 ↑

8月23日、2月13日に部落
差別の解消の推進及び
人権擁護審議会を開催し
た。
2月13日の審議会では条
例改正の諮問を行い、そ
の内容が審議された。
隔年で実施している先進
地視察についてはR5年
度は実施年度ではなかっ
た。

継続して実施する。

35

1 同和問題 (7)その他

道路河川課

側溝蓋及び路面の傷の補修、法面の草
刈り、ガードパイプ設置及び局部改修

A2 A2 →

側溝蓋設置（11箇所）、舗
装補修（29箇所）、道路法
面の草刈り、ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ
及びｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ(1148.5m)
の設置を行った。

道路等の老朽化により修
繕箇所が増加傾向であり
修繕の予防保全に努め
ていきたい。

－
7
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

36

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ①社会的慣習
の見直しを図
る啓発活動の
推進 企画政策課

市広報紙による啓発

A1 A1 →

・「広報伊万里」による啓
発
（6月・8月・10月・12月号）
・LGBTQの特集記事掲載
（1月号）
・DV相談窓口の周知（11
月号）

継続して実施する。

37

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ①社会的慣習
の見直しを図
る啓発活動の
推進

企画政策課

｢プラザだより｣や啓発冊子などによる意
識の改革促進

A1 A1 →

・「プラザだより」を班回覧
で全戸に啓発（9月・3月）
・フォーラムや講座等の
参加者に啓発冊子を配
布（4回）
・家事シェアガイド「わたし
の家の家事シェア」配布
による啓発

継続して実施する。

38

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ①社会的慣習
の見直しを図
る啓発活動の
推進

企画政策課

市のホームページに男女協働参画基
本計画、条例等を掲載

A1 A1 →

第5次伊万里市男女協働
参画基本計画を策定し、
市ホームページへ掲載

継続して実施する。

39

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ①社会的慣習
の見直しを図
る啓発活動の
推進

企画政策課

講演会やフォーラム等の開催

A1 A1 →

・フォーラムやセミナー、
出前講座等の開催（7回）

継続して実施する。

40

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ①社会的慣習
の見直しを図
る啓発活動の
推進

企画政策課

男女の性にとどまらず、人権が尊重され
るよう、偏見や差別の是正について、各
種団体への要請 E A1 ↑

・フォーラムやセミナー、
出前講座等の開催（7回）
・「広報伊万里」による啓
発（6月・8月・10月・12月）

継続して実施する。

41

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ①社会的慣習
の見直しを図
る啓発活動の
推進

企画政策課

一般家庭への性による固定的意識の解
消に向けての啓発

A2 A1 ↑

・フォーラムやセミナー、
出前講座等の開催（7回）
・「広報伊万里」による啓
発（6月・8月・10月・12月）
・「プラザだより」による啓
発（2回）
・図書館で啓発パネル展
示（6月、11月）
・家事シェアガイド「わたし
の家の家事シェア」配布
による啓発

継続して実施する。

－
8
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

42

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ①社会的慣習
の見直しを図
る啓発活動の
推進

学校教育課

幼稚園や小・中学校での学級活動の時
間や日常の生活指導の中での性による
固定的意識の解消に向けての啓発活
動の実施 A1 A1 →

全小・中学校において、
年間計画をもとに児童・
生徒の発達段階に応じた
授業実践や全職員による
研修会を実施した。

継続して実施する。

43

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ①社会的慣習
の見直しを図
る啓発活動の
推進

生涯学習課

市広報紙による啓発

A1 A1 →

広報伊万里「みんなで考
えよう人権・同和問題シ
リーズ」で啓発記事を掲
載した。

継続して実施する。

44

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ①社会的慣習
の見直しを図
る啓発活動の
推進

生涯学習課

同和問題講演会の開催

A2 A1 ↑

人数制限なしで8月29日
に実施した。
参加者350人

継続して実施する。

45

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ②男女平等の
意識を育む教
育の推進 総務課

市職員に対する男女平等意識の醸成
のための啓発の推進、市職員のセク
シャル・ハラスメントに対する苦情相談
窓口、相談員の設置

A1 A1 →

「セクハラ・パワハラ防止
要綱」に基づき、苦情相
談窓口8か所に相談員14
人を設置するとともに、相
談員の研修を実施した。

継続して実施する。

46

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ②男女平等の
意識を育む教
育の推進

企画政策課

セクシュアル・ハラスメント、女性への暴
力、性犯罪など、女性に対する人権侵
害の実態把握と相談業務の充実

A1 A1 →

・女性相談案内リーフレッ
トを市役所、市関連施
設、市内店舗等の女性用
トイレに常時備え啓発
・専門相談員を配置し、
電話相談、面接相談に対
応
Ｒ5年度より、NＰＯ法人に
相談業務を委託し、3回/
週→5/週に増やし切れ目
のない支援を行っている
・ＤＶ相談について、関係
課と連携しワンストップ窓
口及び共通マニュアルの
運用に対応

リーフレット設置数が把握
できていないため今後調
査を行う。

47

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ②男女平等の
意識を育む教
育の推進 企画政策課

男女協働参画の視点を取り入れた学習
会や講演会などの開催による正しい人
権意識の啓発 A1 A1 →

・フォーラムやセミナー、
出前講座等の開催（7回）
・いまり女性ネットワーク
研修会の開催（1回）

継続して実施する。

48

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ②男女平等の
意識を育む教
育の推進 企画政策課

男女平等の意識を育む各種セミナー、
学習会等の開催

A1 A1 →

・フォーラムやセミナー、
出前講座等の開催（7回）
・いまり女性ネットワーク
研修会の開催（1回）

継続して実施する。

－
9
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

49

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ②男女平等の
意識を育む教
育の推進 企画政策課

出前講座や啓発冊子・チラシ等による
男女協働参画意識の啓発

A1 A1 →

・「プラザだより」を班回覧
で全戸に啓発（9月・3月）
・フォーラムや講座等の
参加者に啓発冊子を配
布（4回）

継続して実施する。

50

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ②男女平等の
意識を育む教
育の推進 健康づくり課

育児等への男性の積極的な参加促進
のため、妊婦わくわくクラブや思春期に
おける保健福祉体験学習事業の実施 A2 A1 ↑

・妊婦わくわくクラブ
開催回数6回　参加者数
74人

開催回数を増やし、実施
することができた

51

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ②男女平等の
意識を育む教
育の推進

子育て支援課

男性の育児参加のための事業の実施

A1 A1 →

保育園の清掃作業、各種
行事の父親の参加を促し
た。子育て支援センター
ぽっぽにおいては、「いま
りパパネットワーク」を中
心にパパ広場やパパ講
座を実施した。
パパ広場：12回開催、90
組、226名参加。

継続して実施する。

52

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ②男女平等の
意識を育む教
育の推進

子育て支援課

保育園での男女平等教育・学習の推進

A1 A1 →

男女の区別のない名簿
の作成や男女の色分け
をせず、敬称の同一化も
行った。また、保育の中で
SＤGsに関連づけて、男
女平等の意識づけを行っ
た。

継続して実施する。

53

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ②男女平等の
意識を育む教
育の推進

学校教育課

幼稚園や小・中学校での学級活動の時
間や日常の生活指導の中で男女平等
教育・学習の推進

A1 A1 →

幼稚園や小中学校での
学級活動や日常の生活
指導の中で、固定的意識
の解消を図り、男女平等
教育・学習の推進を図っ
た。

継続して実施する。

54

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ②男女平等の
意識を育む教
育の推進 学校教育課

学習指導要領にのっとった男女混合名
簿の普及促進、技術・家庭科や体育科
における男女混合授業の実施 A1 A1 →

市内全学校、男女混合名
簿の作成ができた。ま
た、技術・家庭科や保健
体育科における男女混合
授業を実施している。

継続して実施する。

55

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ②男女平等の
意識を育む教
育の推進

学校教育課

男女別役割分業の意識にとらわれない
進路指導（進路指導主事研修会の実
施）

A1 A1 →

職場体験学習等を参考と
し、男女別役割分業の意
識にとらわれず、本人の
興味関心や適正に応じた
進路指導を実施してい
る。

継続して実施する。

－
1
0
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価
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対
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加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

56

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ②男女平等の
意識を育む教
育の推進 学校教育課

校長研修会、教頭研修会、教務主任研
修会における男女平等研修の推進

A1 A1 →

校長・園長研修会、教頭・
主幹教諭研修会、教務主
任研修会等において、教
育長や学校教育課長が
講話等を行った。

継続して実施する。

57

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ②男女平等の
意識を育む教
育の推進 学校教育課

人権週間の取組等を学校、学級だより
に掲載

A1 A1 →

各保育園、幼稚園、小中
学校において、学校、学
級だより等で保護者によ
る啓発を行った。

継続して実施する。

58

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ②男女平等の
意識を育む教
育の推進 生涯学習課

男女平等の意識を育む各種セミナー、
学習会等の開催

A1 A1 →

なるほど！ザ・じんけんゼ
ミナール、地区巡回講座
等において女性の人権、
性の多様性をテーマに啓
発を行った。

継続して実施する。

59

2 女性に関す
る問題

(1)男女平等意識の醸成 ②男女平等の
意識を育む教
育の推進 生涯学習課

ジェンダーに視点をおいた学習会や講
演会の開催による正しい人権意識の啓
発 A1 A1 →

なるほど！ザ・じんけんゼ
ミナール、地区巡回講座
等において女性の人権、
性の多様性をテーマに啓
発を行った。

継続して実施する。

60

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

①男女協働参
画意識の醸成

総務課

市職員の職域の拡大

A1 A1 →

総務部56人中19人、総合
政策部47人中7人の女性
職員を配置した。なお、選
任（昇任、昇格を含む）や
職域に関して男女間の差
はない。

継続して実施する。

61

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

①男女協働参
画意識の醸成

企画政策課

伊万里市男女協働参画推進会議の開
催

A1 A1 →

・伊万里市男女協働参画
推進会議の開催（1回）

継続して実施する。

62

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

①男女協働参
画意識の醸成

企画政策課

男女協働参画懇話会｢いまりプラザ｣の
開催

A1 A1 →

・男女共同参画懇話会
「いまりプラザ」を開催（10
回）
・学習会を開催（4回）

継続して実施する。

63

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

①男女協働参
画意識の醸成

企画政策課

各種審議会・委員会等への女性委員の
選任率４０%を目指す

A2 A2 →

・令和5年度末は36%とな
り、前年度より0.5%上昇

継続して実施する。

－
1
1
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

64

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

①男女協働参
画意識の醸成

企画政策課

民間企業等への職域の拡大や管理
職、女性委員等の積極的な登用につい
ての要請と啓発活動の推進

A2 A2 →

・委員会等への女性委員
選任要領に基づき、団体
への推薦依頼前の協議
書提出を依頼し積極的な
選任について要請
・「いまり女性ネットワー
ク」会員から各審議会等
へ委員を推薦（延32人参
画）

継続して実施する。

65

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

①男女協働参
画意識の醸成

企画政策課

男女協働参画懇話会やいまり女性ネッ
トワーク、その他市民団体との連携によ
る｢男女協働参画社会｣の形成に向けた
取り組みの推進 A1 A1 →

・男女共同参画の構成員
は、いまり女性ネットワー
クや他市民団体代表等。
毎月1回定例会を開催
し、各団体との連携により
啓発にかかる取組を実
施。

継続して実施する。

66

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

①男女協働参
画意識の醸成

企画政策課

男女協働参画懇話会｢いまりプラザ｣等
の施策への提案・提言

A1 A1 →

「男女協働参画条例」制
定提言書を市長に提出、
平成27年度条例制定、平
成28年度4月施行。

継続して実施する。

67

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

①男女協働参
画意識の醸成

企画政策課

「伊万里市男女協働参画基本計画」の
進行チェック

A1 A1 →

令和4年度の事業実績・
令和5年度の計画を審議
会等に報告し、市ホーム
ページへ掲載。

継続して実施する。

68

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

①男女協働参
画意識の醸成

企画政策課

｢伊万里市男女協働参画推進会議｣の
効果的運営

A1 A1 →

・男女協働参画推進会議
の開催（1回）
・推進会議幹事会幹事に
女性委員を指名し、女性
委員の増員を図った。

継続して実施する。

69

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

①男女協働参
画意識の醸成

企画政策課

女性自身の積極性を高めるための啓発
の実施

A1 A1 →

・フォーラムやセミナー、
出前講座の開催（７回）
・いまり女性ネットワーク
研修会の開催（1回）

継続して実施する。

70

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

①男女協働参
画意識の醸成

企画政策課

「いまり女性ネットワーク」の充実と活用

A1 A1 →

・「いまり女性ネットワー
ク」会員から各審議会等
へ委員を推薦（延32人参
画）

継続して実施する。

71

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

①男女協働参
画意識の醸成

企画政策課

地域団体のリーダーの育成とネットワー
クの推進

A2 A2 →

・いまり女性ネットワーク
研修会の開催（1回）

継続して実施する。

－
1
2
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

72

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

①男女協働参
画意識の醸成

企画政策課

男女協働参画に関する調査研究及び
情報の提供

A1 A1 →

・図書館で啓発パネル展
示（6月、11月）
・男女協働参画に関する
アンケート調査結果につ
いて市ホームページへ掲
載

継続して実施する。

73

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

①男女協働参
画意識の醸成

企画政策課

男女協働参画に関する市民意識調査
の定期的実施
（１回／５年） D D →

市民意識調査
（次回は令和8年度実施）

継続して実施する。

74

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

①男女協働参
画意識の醸成

企業誘致・商工振興課

21世紀職業財団等との連携　国、県と
連携した広報活動

A2 A2 →

国や県と連携して、労働
環境整備に関する制度等
の周知について、市広
報、市ＨＰ、部署窓口へ
のパンフレットの配置など
を行った。

継続して実施する。

75

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

①男女協働参
画意識の醸成

生涯学習課

公民館運営審議会等への女性の参画

A3 A2 ↑

・中央公民館運営審議会
33.3%
・青少年問題対策連絡協
議会　6.7%
・社会教育委員会　40.0%
・文化財保護審議会
44.4%

所管する審議会等におい
て、委員に男女の区別は
関係ないものの、審議す
る上で女性の視点が必要
な場合を想定し、女性の
専任率向上を図るため、
委員推薦依頼文書に女
性の推薦に関する文言を
入れる。

76

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

①男女協働参
画意識の醸成

生涯学習課

女性の活動拠点としての｢公民館、生涯
学習センタ－｣の機能充実

A2 A2 →

中央公民館（生涯学習セ
ンター）の維持管理に努
めるとともに、機能充実を
図った。

施設が老朽化しているた
め、建物の更新について
検討を進める。

77

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

②健康支援の
充実

企画政策課

女性のリプロダクティブ・ヘルス／ライツ
に関する意識啓発

A2 A2 →

・講座開催（1回） 継続して実施する。

78

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

②健康支援の
充実

健康づくり課

特定健診・がん検診等の実施

A1 A1 →

・総合健診を13日間実
施。
・個別・集団の延受診者
数
　特定健診2,990人
　健康診査30歳代122人
　　　　　健康増進　99人

LINEやケーブルテレビ等
での周知を今後も継続す
る。特定健診のリピー
ター率を増やせるような
取組みを行っていく。

－
1
3
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

79

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

②健康支援の
充実

健康づくり課

健康づくり推進連絡協議会・健康づくり
推進部会の開催

A1 A1 →

健康づくり推進連絡協議
会を1回開催

健康づくりプラン及び保
健事業計画の評価等に
向けて開催する。

80

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

②健康支援の
充実

健康づくり課

健康相談会や各種健康教室の積極的
な参加呼びかけ

A1 A1 →

・健康相談開催回数 430
回　延人数1,005 人
・健康教育開催回数 270
回　延人数 4,004人

健康カレンダーや広報い
まり、ちらし等で周知を
図っている。今後も継続
する。

81

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

②健康支援の
充実

健康づくり課

妊婦健康診査及び訪問指導の実施

A1 A1 →

妊婦健康診査は1人最大
14回を公費負担により医
療機関で実施。受診率
84.5%（14回平均）妊婦へ
の訪問は、延べ14人実
施。

健診を受診し、妊婦と胎
児における健康管理を行
う必要がある。

82

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

②健康支援の
充実

健康づくり課

健康づくり普及推進員、母子保健推進
員の活動支援

A1 A1 →

・健康推進員26名
地区での活動160回
・母子保健推進員20名
母子保健事業への協力
47回

幼児健診への協力人数
が増えたため母子保健推
進員の活動実績が増え
た。

83

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

②健康支援の
充実

学校教育課

学校、家庭、地域社会と連携した幼児
期からの性教育の推進計画の策定、実
施 A1 A1 →

学校、家庭、地域社会と
連携した幼児期からの性
教育の推進を図った。

継続して実施する。

84

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

②健康支援の
充実

スポーツ課

ママさんバレーボール大会、さわやかス
ポレク祭等の開催支援

A2 A1 ↑

・ﾏﾏさんﾅｲﾀｰﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
大会については、9チーム
が参加
・ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰについては、10
チーム53名参加
・伊万里ｳｵｰｸ854名参加
・伊万里ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ：2898
名ｴﾝﾄﾘｰ
　
R4年度はコロナにより開
催できない行事もあった
が、コロナの5類移行によ
り、各行事が滞りなく開催
された。

健康志向が高まる中、今
後も引き続き、男女を問
わずすべての市民が参
加できるスポーツイベント
を開催及び支援する

－
1
4
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

85

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

③男女が共に
働きやすい環
境の推進

企業誘致・商工振興課

21世紀職業財団等との連携　国、県と
連携した広報活動

A1 A1 →

県の子育て世代向け就
職支援サイトの周知等を
行った。また、佐賀県労
働局と連携し、事業主向
けの働き方改革相談ｺｰ
ﾅｰを設置し、男女がとも
に働きやすい職場づくり
を推進した。

継続して実施する。

86

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

③男女が共に
働きやすい環
境の推進

農業振興課

女性の地位向上に関する研修会の周
知及び参加促進

A1 A1 →

〇伊万里・有田農業女子
交流会
　17名　R5.6.21

〇さが農業女子サミットin
杵島
　8名　R5.11.17

〇東西松浦地区漁村女
性グループ研究会合同
研修会
　5名　R5.11.27

継続して推進する

87

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

③男女が共に
働きやすい環
境の推進 農業委員会

認定農業者など専業農家への家族経
営協定の普及推進

A1 A1 →

認定農業者の更新や新
規就農者に協定締結の
案内を行った。
令和5年度末協定締結
110件

継続して実施する。

88

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

③男女が共に
働きやすい環
境の推進

農業委員会

女性農業従事者の農業年金制度周知
及び加入促進

A3 A3 →

戸別訪問により制度説明
及び加入推進を行った。
令和5年度末被保険者数
54人（うち女性8人）
令和5年度戸別訪問によ
る加入推進
35人（うち女性6人）

継続して実施する。

89

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

③男女が共に
働きやすい環
境の推進

子育て支援課

病児後保育の実施

A1 A1 →

病後児保育室すこやかに
おいて、病後児保育を実
施。
R5利用者数　5人
また、武雄市と協定を結
び、病児病後児保育施設
「テトテ」を利用できるよう
にし、利用者は41人だっ
た。

継続して実施する。

－
1
5
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

90

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

③男女が共に
働きやすい環
境の推進 子育て支援課

延長保育の実施

A1 A1 →

全園で実施した。
※補助対象は、私立18園

継続して実施する。

91

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

③男女が共に
働きやすい環
境の推進

教育総務課

小学生を対象とした留守家庭児童クラ
ブの運営充実

A1 A1 →

13小学校で24クラブを開
設。支援単位（部屋数）は
34。
黒川児童クラブを旧黒川
幼稚園の建物に移設（面
積の増により、2つに分け
ていた支援単位を1にし
た。）

安心して働くことができる
環境を整えるため、待機
児童が発生しないよう、
利用希望者数に応じた、
クラブ数・支援単位・定員
の見直しを行う必要があ
る。

92

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

③男女が共に
働きやすい環
境の推進 生涯学習課

女性が参加できる研修時期・時間帯・研
修内容の改善

A3 A1 ↑

地区巡回講座やPTA・育
友会研修会を女性が参
加しやすい日時に実施し
た。

継続して実施する。

93

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

③男女が共に
働きやすい環
境の推進

生涯学習課

社会教育団体の育成・支援

A1 A1 →

社会教育団体への運営
費補助を行うとともに、社
会教育関係団体がその
目的のために中央公民
館（生涯学習センター）を
使用する場合は、使用料
を減免した。

継続して実施する。

94

2 女性に関す
る問題

(2)「男女協働参画社会」を
形成するための環境の推進

③男女が共に
働きやすい環
境の推進

生涯学習課

企業トップクラス研修、伊万里西松浦地
区公正採用選考人権啓発推進員研修
会の実施

A2 A2 →

伊万里西松浦公正採用
選考人権啓発推進協議
会との協働で企業人事担
当者を対象とした研修を
実施した。
企業トップクラス研修2回

継続して実施する。

95

2 女性に関す
る問題

(3)男女間のあらゆる暴力の
根絶

①男女間の暴
力を防ぐため
の教育・啓発
の推進

企画政策課

チラシ等の配布と出前講座の開催

A1 A1 →

・ＤＶ防止街頭キャンペー
ンの実施（1回）
・「女性に対する暴力をな
くす運動」のケーブルテレ
ビや広報紙での啓発、DV
防止啓発パネルの展示
・パープルライトアップの
実施（市内2か所）、パー
プルリボンツリーの展示

継続して実施する。

－
1
6
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

96

2 女性に関す
る問題

(3)男女間のあらゆる暴力の
根絶

②相談体制と
支援の充実

企画政策課

市広報紙掲載やリーフレット設置等によ
る女性相談の周知

A2 A2 →

・女性相談案内リーフレッ
トを市役所、市関連施
設、市内店舗等の女性用
トイレに常時備え啓発
・市ホームページでの相
談窓口周知、広報紙によ
る周知（11月）
・ＤＶ防止キャンペーンの
実施（1回）
・市内店舗の壁面ビジョン
を利用し、DV防止啓発と
相談窓口の周知

継続して実施する。

97

2 女性に関す
る問題

(4)その他

企画政策課

関係法令、国、県の施策に準じた施策
の推進

A1 A1 →

国・県の施策に準じた施
策を第5次男女協働参画
基本計画に取り入れ策定

継続して実施する。

98

3 子どもに関
する問題

(1)子育て支援の充実

健康づくり課

妊産婦・乳幼児相談、電話相談の実施

A1 A1 →

R5年度の実績
（妊産婦・乳幼児相談１１
回/年実施（１回は大雨警
報で中止）、参加児数349
名）

継続して実施する。

99

3 子どもに関
する問題

(1)子育て支援の充実

健康づくり課

妊婦わくわくクラブ事業の実施

A1 A1 →

・妊婦わくわくクラブ
開催回数6回　参加者数
74人

開催回数を増やし、少人
数の予約制で実施する。

100

3 子どもに関
する問題

(1)子育て支援の充実

健康づくり課

乳幼児健診の実施と健診未受診者や
要指導者への訪問指導の充実

A1 A1 →

乳幼児健診受診者数
・3か月児健診　個別で実
施　356人
・10か月児健診 354人
・1歳6か月児健診12回
394　人
・3歳児健診　12回　362
人

未受診者については、市
で定めた未受診者対策フ
ロー図を参考に、必要時
子育て部門と情報共有を
行い現認や訪問などで対
応できている。

101

3 子どもに関
する問題

(1)子育て支援の充実

子育て支援課

子ども・子育て支援事業計画の推進
H27-31（第１期）　H32-36（第２期）

A1 A1 →

令和元年度に令和2年度
から令和6年度までの5年
間を計画期間とする第2
期子ども・子育て支援事
業計画を策定し、施策を
実施した。

令和6年度に第3期子ど
も・子育て支援事業計画
を策定する。

－
1
7
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

102

3 子どもに関
する問題

(1)子育て支援の充実

子育て支援課

子育て支援センター事業の実施

A1 A1 →

子育ての悩みなどの相談
に対し、つどいの広場や
電話等により対応した。
R5ぽっぽ利用者延7,988
人。うち、相談件数102件

継続して実施する。

103

3 子どもに関
する問題

(1)子育て支援の充実

子育て支援課

子どもの発達段階に応じた保育の充実

A1 A1 →

保育所保育指針に基づ
き、子どもの発達の特性
や発達過程を理解し、一
人ひとりの子どもの心身
の状態に応じた保育の充
実を図った。

継続して実施する。

104

3 子どもに関
する問題

(1)子育て支援の充実

子育て支援課

児童センターでのクラブ活動の実施
隣保館との共催による野外活動の実施

A1 A1 →

キッズクラブでの工作、風
船バレーボール等レク
レーションを毎月、ワイワ
イキャンプ（7月22日～23
日）を実施した。

継続して実施する。

105

3 子どもに関
する問題

(1)子育て支援の充実

子育て支援課

男性の育児参加のための事業の実施

A1 A1 →

保育園の清掃作業、各種
行事の父親の参加を促し
た。子育て支援センター
ぽっぽにおいては、「いま
りパパネットワーク」を中
心にパパ広場やパパ講
座を実施した。
パパ広場：12回開催、90
組、226名参加。

継続して実施する。

106

3 子どもに関
する問題

(1)子育て支援の充実

子育て支援課

障害児保育の実施

A1 A1 →

障がい児や配慮を必要と
する児童を受け入れる保
育園に対し、必要経費の
一部を補助するなど、障
がい児保育を促進した。
R5実績11園、37人

継続して実施する。

107

3 子どもに関
する問題

(2)啓発活動の推進

子育て支援課

様々な方法での子どもの権利等に関す
る情報の周知

A2 A1 ↑

園だよりにおいて、子ども
の権利条約について触
れ、子どもの権利につい
て情報発信を行った。ま
た、ポスターの掲示やチ
ラシの配布を行った。

継続して実施する。

108

3 子どもに関
する問題

(2)啓発活動の推進

生涯学習課

子どもの権利条約の周知

A1 A1 →

広報伊万里に啓発記事
を掲載し周知を行った。
地区巡回講座等でも啓発
を行っている。

継続して実施する。

－
1
8
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

109

3 子どもに関
する問題

(2)啓発活動の推進

生涯学習課

市広報紙、ケーブルテレビ、新聞等の
広告媒体を活用した啓発

A1 A1 →

広報伊万里に啓発記事
を掲載し周知を行った。

継続して実施する。

110

3 子どもに関
する問題

(3)児童生徒の権利に関す
る理念の教育・啓発

学校教育課

校内研修会や文書回覧

A1 A1 →

校内研修会や文書回覧
により職員への主旨、内
容の徹底を図った。

継続して実施する。

111

3 子どもに関
する問題

(3)児童生徒の権利に関す
る理念の教育・啓発

学校教育課

学級活動の時間に実施
（子どもの権利条約の学習）

A1 A1 →

学級活動や社会科での
啓発を行った。（子どもの
権利条約の学習）

継続して実施する。

112

3 子どもに関
する問題

(3)児童生徒の権利に関す
る理念の教育・啓発

学校教育課

ＰＴＡ総会や授業参観等の場での啓発
学習

A3 A1 ↑

PTA総会、ふれあい道徳
などで啓発を行った。

新型コロナが5類に移行
したことより、事業の拡大
を実施する。

113

3 子どもに関
する問題

(3)児童生徒の権利に関す
る理念の教育・啓発

生涯学習課

公民館活動等での啓発

A2 A2 →

青少年育成町民会議や
子ども会活動を通して啓
発を行った。

継続して実施する。

114

3 子どもに関
する問題

(4)いじめ問題などへの取組

人権・同和対策課

「いじめなし都市宣言」の趣旨の周知

A3 A3 →

特に周知活動は行わな
かった。

効果的な周知方法につい
て検討していく。

115

3 子どもに関
する問題

(4)いじめ問題などへの取組

学校教育課

「いのちの教育」やふれあい道徳の公開
授業

A2 A1 ↑

各校、計画に基づいて実
施することができた。

継続して実施する。

116

3 子どもに関
する問題

(4)いじめ問題などへの取組

学校教育課

いじめの実態把握のため、年２回の児
童生徒、保護者へのアンケート調査の
実施 A1 A1 →

児童生徒、保護者へのア
ンケート調査を実施し、学
校長が直接対応をした。

継続して実施する。

117

3 子どもに関
する問題

(4)いじめ問題などへの取組

学校教育課

他人を思いやる｢心の教育｣の推進（教
育相談研修会）

A1 A1 →

「いのちの教育」やふれあ
い道徳の公開授業、「伊
万里っ子しぐさ」や「伊万
里市童謡歌集」の活用を
通した心の教育を図っ
た。

継続して実施する。

－
1
9
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

118

3 子どもに関
する問題

(4)いじめ問題などへの取組

学校教育課

すべての教育活動の中で一人一人の
児童・生徒を大切にした教育活動の展
開
学校適応指導教室の開設

A1 A1 →

全ての教育活動の中で
の展開や、学校適応指導
教室2か所による対応を
図った。

継続して実施する。

119

3 子どもに関
する問題

(4)いじめ問題などへの取組

学校教育課

スクールカウンセラー配置事業実施

A1 A1 →

スクールカウンセラー配
置事業、佐賀県スクール
カウンセラー配置事業に
よる相談活動の充実を
図った。また市の緊急カ
ウンセラーの活用が役に
立った。

継続して実施する。

120

3 子どもに関
する問題

(4)いじめ問題などへの取組

生涯学習課

他人を思いやる｢心の教育｣の推進

A2 A1 ↑

大川町夏休みワイワイ
キャンプや6年生交流事
業を通して、人権意識の
基礎となる「いたわり」「思
いやり」「感謝」の気持ち
を持った子どもの育成に
努めた。

継続して実施する。

121

3 子どもに関
する問題

(4)いじめ問題などへの取組

生涯学習課

「いじめなし都市宣言」の趣旨の周知

A1 A1 →

宣言文をコミュニティセン
ターなどに掲示し周知を
図っている。地区巡回講
座で子どもの人権に関連
した啓発を行った。

継続して実施する。

122

3 子どもに関
する問題

(4)いじめ問題などへの取組

生涯学習課

家庭や地域社会、関係機関との連携に
よる子どもの相談・指導

A1 A1 →

青少年の悩み事に対応
するため青少年相談室を
設置し、専門の相談員を
配置している。

継続して実施する。

123

3 子どもに関
する問題

(5)児童虐待防止への取組

子育て支援課

市広報紙、ケーブルテレビ等による啓
発

A1 A1 →

11月の「オレンジリボン・
児童虐待防止推進キャン
ペン」にあわせ、広報いま
りや市のホームページで
の周知を行った。

機構改革により、R6年度
から「こども家庭セン
ター」

124

3 子どもに関
する問題

(5)児童虐待防止への取組

子育て支援課

関係機関との連携による、早期発見と
通報網整備、保護対策の構築

A1 A1 →

関係機関等と構成する
ケース進行管理会議にお
いて、困難事例等の情報
共有を図った。

機構改革により、R6年度
から「こども家庭セン
ター」

125

3 子どもに関
する問題

(5)児童虐待防止への取組

学校教育課

幼児・児童虐待防止等について会合や
便りで啓発

A1 A1 →

幼児・児童虐待防止等に
ついて、校長会での伝達
や、専門家からの話を学
校で広めたり、便りで啓
発を図ったりした。

継続して実施する。

－
2
0
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

126

3 子どもに関
する問題

(6)健全育成に向けての取
組

子育て支援課

異世代、異年齢との交流の場の提供

A1 A1 →

保育園では、お話しサロ
ンや芋苗植え、もぐら打ち
棒作り等で老人会との交
流、学校体験、職場体験
等で小中学生との交流を
実施した。また、園内で
も、縦割り保育の実施に
より、異年齢との交流を
行った。

継続して実施する。

127

3 子どもに関
する問題

(6)健全育成に向けての取
組

生涯学習課

定期巡回パトロールの実施
「こども見守り隊」の結成と活動支援

A1 A1 →

市内全地区で子ども見守
り隊を組織し、子どもたち
の登下校時の立哨を行っ
た。

継続して実施する。

128

3 子どもに関
する問題

(6)健全育成に向けての取
組

生涯学習課

伊万里サマーキャンプ、チャレンジキャ
ンプの実施

A3 A2 ↑

伊万里サマーキャンプは
台風の影響により中止と
なったが、チャレンジキャ
ンプ実施した。

継続して実施する。

129

3 子どもに関
する問題

(6)健全育成に向けての取
組

生涯学習課

放課後子ども教室推進事業の実施

A1 A1 →

市内7地区・町において、
放課後子ども教室を８教
室実施し、子どもたちの
社会性、自主性、創造性
などを育むとともに、地域
社会全体の教育力の向
上を図り、子どもたちが安
心して過ごせる環境づくり
を推進した。

継続して実施する。

130

3 子どもに関
する問題

(6)健全育成に向けての取
組

生涯学習課

青少年問題協議会、青少年育成市民
会議、町民会議、子ども会連合会との
連携強化 A1 A1 →

関係団体間で連携・協力
しながら事業の展開を
図った。

継続して実施する。

131

3 子どもに関
する問題

(6)健全育成に向けての取
組

生涯学習課

青少年健全育成指導者の研修・育成

A3 A2 ↑

伊万里サマーキャンプは
台風の影響により実施で
きなかったが、チャレンジ
キャンプは実施し、指導
者の育成を図ることがで
きた。

継続して実施する。

－
2
1
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

132

3 子どもに関
する問題

(6)健全育成に向けての取
組

生涯学習課

放課後子ども教室推進事業の展開

A1 A1 →

市内７地区・町において、
放課後子ども教室を８教
室実施し、子どもたちの
社会性、自主性、創造性
などを育むとともに、地域
社会全体の教育力の向
上を図り、子どもたちが安
心して過ごせる環境づくり
を推進した。

継続して実施する。

133

3 子どもに関
する問題

(6)健全育成に向けての取
組

教育総務課

留守家庭児童クラブの運営充実

A1 A1 →

支援を要する児童が増加
するなか、安心して過ご
せる場となるよう支援員
体制の充実のため、昨年
に引き続き、更に支援員
の増員を行った。
・各ブロック（Ａ・B・C）に1
名づつ増員するため、更
に3名追加配置。(合計9
名配置）

支援を要する児童は年々
増加しており、支援員へ
の負担は増加している。
児童数に応じた支援員体
制の充実を図る必要があ
る。

134

3 子どもに関
する問題

(7)児童の性的被害の防止
及び健康被害の防止

環境政策課

光化学オキシダントによる健康被害の
未然防止のため注意報等発令時にお
ける学校や保育園等の施設を通じた連
絡体制の整備

A1 A1 →

事業名、回数等、前年度
と相違なし。毎年5月末頃
までを目途に連絡体制の
確認、整備を行っている。

継続して実施する

135

3 子どもに関
する問題

(7)児童の性的被害の防止
及び健康被害の防止

学校教育課

保健の時間、学級活動の時間を中心に
思春期の児童・生徒を対象に、エイズを
はじめ性行為感染症の予防等に関する
保健教育の実施

A1 A1 →

校長会等で性教育の大
切さを伝え、各学校で性
行為感染症の予防等に
関する保健教育を実施し
た。また、県からの通知も
適宜学校へ連絡し、校内
での管理職による指導に
役立てた。

継続して実施する。

136

3 子どもに関
する問題

(7)児童の性的被害の防止
及び健康被害の防止

学校教育課

保健の時間、学級活動の時間を中心に
発達段階に即した、性に関する正しい
知識の習得と生命の尊厳や母性の社
会的機能としての重要性を認識させる
ための教育の実施

A1 A1 →

保健の時間、学級活動の
時間を中心に性に関する
教育の充実を図った。ま
た、県の事業を受け、校
医の講話などを実施し
た。

継続して実施する。

137

3 子どもに関
する問題

(7)児童の性的被害の防止
及び健康被害の防止

生涯学習課

子ども、保護者の防犯意識、性に対す
る正しい理解と知識の普及

A2 A2 →

青少年育成町民会議に
おいての各種研修会、講
演会等を開催し、正しい
理解と知識の普及に努め
た。

継続して実施する。

－
2
2
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

138

3 子どもに関
する問題

(8)相談・支援体制の充実

健康づくり課

子育て世代包括支援センター事業の実
施

A1 A1 →

母子健康手帳の交付申
請は予約制で行ってお
り、個別対応ができてい
る。
妊娠届出336件
パーキングパーミット121
件
産婦保健指導32人
産後ケア事業0人

継続して実施する。

139

3 子どもに関
する問題

(8)相談・支援体制の充実

健康づくり課

子どもや家庭に関する各種相談機関と
の連携強化

A1 A1 →

保健福祉事務所や家庭
児童相談室との連携を
図った。

必要に応じ、関係機関と
連携した支援を行う。

140

3 子どもに関
する問題

(8)相談・支援体制の充実

子育て支援課

子育て支援センター事業の実施

A1 A1 →

子育ての悩みなどの相談
に対し、つどいの広場や
電話等により対応した。
R5ぽっぽ利用者延7,988
人。うち、相談件数102件

継続して実施する。

141

3 子どもに関
する問題

(8)相談・支援体制の充実

子育て支援課

児童虐待防止に対する取組み

A1 A1 →

要保護児童対策協議会
において、虐待等の要保
護児童対策として関係機
関との連携強化を図っ
た。

機構改革により、R6年度
から「こども家庭セン
ター」

142

3 子どもに関
する問題

(8)相談・支援体制の充実

学校教育課

スクールカウンセラーの配置

A1 A1 →

スクールカウンセラー配
置事業、佐賀県スクール
カウンセラー配置事業に
よる相談活動の充実を
図った。

継続して実施する。

143

3 子どもに関
する問題

(8)相談・支援体制の充実

学校教育課

伊万里市いじめ対策等緊急カウンセ
ラー事業の実施

A1 A1 →

伊万里市いじめ対策等緊
急カウンセラー事業は、
27年度から始まったが、4
名のカウンセラー等に依
頼し、年間合計10件の実
施があった。

継続して実施する。

144

3 子どもに関
する問題

(8)相談・支援体制の充実

生涯学習課

子どもや家庭に関する各種相談機関と
の連携強化

A1 A1 →

青少年育成市民会議環
境浄化委員会や青少年
問題対策連絡協議会を
開催し、相談機関及び関
係機関との連携を図っ
た。

継続して実施する。

－
2
3
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

145

3 子どもに関
する問題

(8)相談・支援体制の充実

生涯学習課

青少年相談室の機能充実

A1 A1 →

青少年相談室に専門の
相談員を配置し、機能充
実を図った。

継続して実施する。

146

3 子どもに関
する問題

(8)相談・支援体制の充実

生涯学習課

青少年センターに相談員配置

A1 A1 →

青少年相談室の業務を
教員ＯＢを中心とした団
体に委託し、必要な相談
員を配置して、電話相談・
来所相談に対応した。

継続して実施する。

147

4 高齢者に関
する問題

(1)市民意識の高揚

長寿社会課

伊万里市老人福祉大会の開催

A1 A1 →

老人福祉大会を開催し、
生きがいを持ち互いに支
えあうなど、健康長寿講
演を実施した。

R6年度は8月に老人福祉
大会開催を予定している

148

4 高齢者に関
する問題

(1)市民意識の高揚

長寿社会課

敬老会の開催委託事業の実施

A2 A1 →

一部集会を開催したほ
か、対象者に記念品を配
布し、長寿に敬意を表し
た。

R6年度は9月の敬老の日
を中心に各地区で行事開
催の予定。

149

4 高齢者に関
する問題

(1)市民意識の高揚

生涯学習課

地区巡回講座等での高齢者問題の啓
発

A1 A1 →

地区巡回講座等で啓発を
行っている。

継続して実施する。

150

4 高齢者に関
する問題

(2)学校における福祉教育
の推進

学校教育課

総合的な学習の時間に、介護・福祉体
験活動を実施

A3 A1 ↑

各校、総合的な学習の時
間の計画に基づいて実施
することができた。

継続して実施する。

151

4 高齢者に関
する問題

(2)学校における福祉教育
の推進

学校教育課

総合的な学習の時間や集会活動等で
高齢者の豊かな知識を生かした学習の
実施 A3 A1 ↑

各校、総合的な学習の時
間の計画に基づいて実施
することができた。

継続して実施する。

152

4 高齢者に関
する問題

(2)学校における福祉教育
の推進

学校教育課

総合的な学習の時間や集会活動等で
在宅福祉サービス等の体験活動を通し
た福祉教育の実施 A3 A1 ↑

各校、総合的な学習の時
間の計画に基づいて実施
することができた。

継続して実施する。

153

4 高齢者に関
する問題

(2)学校における福祉教育
の推進

学校教育課

総合的な学習の時間や集会活動等で
福祉施設などの訪問、学校行事への高
齢者の招待などの交流事業の実施 A3 A1 ↑

各校、総合的な学習の時
間の計画に基づいて実施
することができた。

継続して実施する。

154

4 高齢者に関
する問題

(2)学校における福祉教育
の推進

学校教育課

総合的な学習の時間や集会活動等で
教育講演会等を通した福祉教育の実施

A3 A1 ↑

各校、総合的な学習の時
間の計画に基づいて実施
することができた。

継続して実施する。

－
2
4
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

155

4 高齢者に関
する問題

(3)高齢者への虐待防止の
取組

長寿社会課

普及啓発チラシ等の配布

A1 A1 →

チラシやポスターに虐待
に関する記事を掲載する
とともに、高齢者に関わる
関係機関の関係者が参
加するコミュニティケア会
議において、弁護士によ
る「高齢者虐待防止法」
についての研修会を開催
した。Web参加も含め81
名が受講した。

継続して実施する。

156

4 高齢者に関
する問題

(3)高齢者への虐待防止の
取組

長寿社会課

早期発見と解決のため包括支援セン
ター等関係機関の連携

A1 A1 →

地域包括支援センターの
保健師・社会福祉士・主
任介護支援専門員及び、
関係機関と連携を図り対
応した。

継続して実施する。

157

4 高齢者に関
する問題

(3)高齢者への虐待防止の
取組

長寿社会課

地域包括支援センターにおける総合相
談支援業務

A1 A1 →

地域包括支援センターに
おいて、関係機関と連携
し相談内容に応じた支援
を行った。また、地域の相
談機関として5か所の在
宅介護支援センターで、
相談、電話訪問等の対応
を行った。

継続して実施する。

158

4 高齢者に関
する問題

(4)介護サービスの充実

長寿社会課

伊万里市介護保険運営会議による適正
な介護保険制度の進捗管理

A1 A1 →

介護保険法により介護保
険事業計画は、3年に1度
見直すことが定められて
おり、令和5年度は見直し
の年であり、事業計画策
定委員会を5回開催し第9
期介護保険事業計画を
策定した。医療関係者3
名、保健関係者1名、介
護保険事業者6名、民生
児童委員1名、社会福祉
協議会1名、被保険者7名
合計19名

R5年度に策定した介護保
険事業計画に基づき適正
に事業が進められている
ことを介護保険運営会議
で委員に諮りながら進め
ていく。

159

4 高齢者に関
する問題

(4)介護サービスの充実

長寿社会課

サービス事業者の指導

A1 A1 →

在宅サービスについては
県長寿社会課により運営
指導が実施されている。
伊万里市においては、地
域密着型サービス10件、
指定居宅介護支援事業
所4件の運営指導を行っ
た。

継続して実施する。

－
2
5
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

160

4 高齢者に関
する問題

(4)介護サービスの充実

長寿社会課

在宅高齢者住宅改修に対する支援

A1 A1 →

住宅改修費支給決定173
件（手すり設置、段差解
消等）

継続して実施する。

161

4 高齢者に関
する問題

(4)介護サービスの充実

長寿社会課

居宅介護サービスや地域密着型サービ
ス事業の実施

A1 A1 →

サービス利用者件数
ショートステイ1,701件
デイサービス11,244件
（認知症デイ含む）
ホームヘルプサービス
（訪問介護）1,977件

継続して実施する。

162

4 高齢者に関
する問題

(5)生活支援体制の充実

都市政策課

市営住宅建替事業による高齢者用住戸
の確保検討

A3 C

市営住宅建替の計画に
ついて、据置きとなったた
め、具体的な整備に至っ
ていない。

既存住宅の改修計画に
おいて、段差解消等、高
齢者が生活しやすい環境
整備を検討する必要があ
る。

163

4 高齢者に関
する問題

(5)生活支援体制の充実

環境政策課

光化学オキシダントによる健康被害の
未然防止のため、注意報等発令時にお
ける老人福祉施設を通じた連絡体制の
整備

A1 A1 →

事業名、回数等、前年度
と相違なし。毎年5月末頃
までを目途に連絡体制の
確認、整備を行っている。

継続して実施する

164

4 高齢者に関
する問題

(5)生活支援体制の充実

長寿社会課

「高齢者向けサービスの手引き（情報
誌）」の作成

A1 A1 →

「高齢者向けサービスの
手引き（情報誌）」の内容
を更新し、作成した。

情報は日々変化してお
り、随時内容の更新が必
要となる。R６年度は、全
体的な内容の更新を計画
している。

165

4 高齢者に関
する問題

(5)生活支援体制の充実

長寿社会課

緊急通報システム運用事業の実施

A1 A1 →

一人暮らし等の高齢者に
システム機器を貸与し安
心安全な生活を支援した

R6年度は一人暮らし等の
高齢者にシステム機器を
貸与し安心安全な生活を
支援する予定。

166

4 高齢者に関
する問題

(6)高齢者の活動支援・生き
がいづくりの推進

①介護予防の
ための取組

長寿社会課

伊万里市高齢者福祉計画に沿った高
齢者保健福祉施策の総合的、効果的な
推進 A1 A1 →

計画に沿った高齢者に関
する事業を実施した。

R5年度に策定した計画に
基づき、高齢者のニーズ
に合った事業を実施す
る。

167

4 高齢者に関
する問題

(6)高齢者の活動支援・生き
がいづくりの推進

①介護予防の
ための取組

健康づくり課

健康診査、健康教育、健康相談の実施

A1 A1 →

・65歳以上延人数　健康
教育3,736人、健康相談
382人

引き続き、対象者全員に
健診受診券を送付し治療
中の方でも健診を案内す
る。

168

4 高齢者に関
する問題

(6)高齢者の活動支援・生き
がいづくりの推進

②生きがいづ
くり事業の推
進 長寿社会課

市老人クラブ連合会及び単位老人クラ
ブ活動補助の実施

A1 A1 →

単位クラブ22クラブに補
助支援を行うとともに、活
動のサポートを行った

単位クラブの補助を実施
予定。

－
2
6
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

169

4 高齢者に関
する問題

(6)高齢者の活動支援・生き
がいづくりの推進

②生きがいづ
くり事業の推
進 長寿社会課

公共老人施設管理運営事業の実施

A1 A1 →

老人福祉センターの指定
管理（社会福祉協議会）
による管理運営を行い、
約14,000人が利用した。

老人福祉センターの指定
管理（シルバー人材セン
ター）による管理運営を行
い、気軽に利用できる環
境をつくる。

170

4 高齢者に関
する問題

(6)高齢者の活動支援・生き
がいづくりの推進

②生きがいづ
くり事業の推
進 生涯学習課

高齢者団体の支援・育成

A2 A1 ↑

さわやか講座を8講座開
催し、学習の場を設け
た。

継続して実施する。

171

4 高齢者に関
する問題

(6)高齢者の活動支援・生き
がいづくりの推進

②生きがいづ
くり事業の推
進 生涯学習課

高齢者教室等の開設

A2 A1 ↑

さわやか講座を8講座開
催し、学習の場を設け
た。

継続して実施する。

172

4 高齢者に関
する問題

(6)高齢者の活動支援・生き
がいづくりの推進

②生きがいづ
くり事業の推
進

スポーツ課

市民ゲートボール大会、グラウンドゴル
フ大会、さわやかスポレク祭の実施
ニュースポーツ等の指導

A1 A1 →

・市民グラウンドゴルフ大
会
　　67チーム392名参加
・市民ゲートボール大会
　　13チーム 79名参加
・出前講座を利用した
ニュースポーツ講座を36
回（延べ967名）

本年開催される国スポ・
全障スポに向け機運を高
めるためにも、引き続き
高齢者が気軽に取り組む
ことができるニュースポー
ツ等を開催する。

173

4 高齢者に関
する問題

(6)高齢者の活動支援・生き
がいづくりの推進

③社会活動へ
の参加促進

長寿社会課

シルバー人材センター支援事業

A1 A1 →

運営支援や会員募集を
サポートし、高齢者の就
労を通した生きがいづくり
を行った

R6年度は運営支援や会
員募集をサポートし、高
齢者の就労による生きが
いや仲間づくりを行う予
定。

174

5 障害のある
人に関する問
題

(1)社会参加の促進 ①啓発活動の
推進

福祉課

ふれあい文化祭の開催や広報等を通じ
た障害のある方に対する理解の促進

A2 A2 →

毎年度2月開催の「ふれ
あい障がい者文化祭」
は、会場の都合によりコ
ンサートは中止し、作品
展のみの開催とした。ま
た、広報紙や市ホーム
ページにおいては、色覚
に障がいのある人への配
慮を啓発する記事を掲載
した。

継続して実施する。

－
2
7
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

175

5 障害のある
人に関する問
題

(1)社会参加の促進 ①啓発活動の
推進

福祉課

点字広報作成、手話講習会の実施

A1 A1 →

ボランティアによる点字広
報や声の広報を作成し
た。
また、手話通訳者・要約
筆記者を各種イベントや
病院受診等に派遣し、社
会参加を支援した（派遣
回数：手話通訳105回、要
約筆記0回）ほか、手話奉
仕員を養成する講座を開
催した。

継続して実施する。

176

5 障害のある
人に関する問
題

(1)社会参加の促進 ①啓発活動の
推進

生涯学習課

市広報紙による障害者に対する理解と
障害者優先の意識の醸成

A1 A1 →

障がい者の人権につい
て、職員出演・制作の人
権啓発動画「月刊じんけ
んかわらばん」のYoutube
配信や広報伊万里にお
いて啓発記事を掲載し
た。

継続して実施する。

177

5 障害のある
人に関する問
題

(1)社会参加の促進 ②療育の充
実、特別支援
教育の推進

福祉課

放課後等デイサービスの支援

A1 A1 →

発達が気になる児童・生
徒が必要とするサービス
を適切に受けられるよう、
障がい児支援利用計画
に基づき、児童通所支援
の支給決定等を行った。

継続して実施する。

178

5 障害のある
人に関する問
題

(1)社会参加の促進 ②療育の充
実、特別支援
教育の推進

福祉課

こどもハートフルセンターひまわり園で
の療育訓練等の実施

A1 A1 →

保健センター等の関係機
関と連携し、発達障がい
等の早期発見に努めると
ともに、こどもハートフル
センター「ひまわり園」で
生活機能訓練や言語訓
練を実施した。（令和6年3
月末現在、登録者38人）

R6.3.31閉園のため事業
終了。

179

5 障害のある
人に関する問
題

(1)社会参加の促進 ②療育の充
実、特別支援
教育の推進

子育て支援課

障害児保育事業による障害の種類や状
況に応じた障害児保育の受け入れ

A1 A1 →

障がい児や配慮を必要と
する児童を受け入れる保
育園に対し、必要経費の
一部を補助するなど、障
がい児保育を促進した。
R5実績11園、37人

継続して実施する。

－
2
8
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

180

5 障害のある
人に関する問
題

(1)社会参加の促進 ②療育の充
実、特別支援
教育の推進

福祉課

こどもハートフルセンターひまわり園で
の心身障害児に対する就学相談

A1 A1 →

ひまわり園卒園予定児の
うち、特に配慮を要すると
思われる児童について、
入学予定先の小学校の
教諭を含む関係者間で情
報を共有し、今後の支援
についての検討を行っ
た。

R6.3.31閉園のため事業
終了。

181

5 障害のある
人に関する問
題

(1)社会参加の促進 ②療育の充
実、特別支援
教育の推進 学校教育課

特別支援教育による心身に障害がある
児童生徒の社会的自立能力の向上

A1 A1 →

特別支援教育による心身
に障害のある児童生徒の
社会的自立能力の向上
を図った。

継続して実施する。

182

5 障害のある
人に関する問
題

(1)社会参加の促進 ②療育の充
実、特別支援
教育の推進 学校教育課

心身障害児就学指導の実施

A1 A1 →

学校での心身障害児就
学指導に加え、年2回の
伊万里市就学相談会を
実施した。

継続して実施する。

183

5 障害のある
人に関する問
題

(1)社会参加の促進 ②療育の充
実、特別支援
教育の推進

生涯学習課

文化活動への支援

A3 A3 →

特別支援学校、特別支援
学級卒業生に対しては
「あおぞら青年学級」を通
じて社会での孤立防止を
支援しているが、基礎疾
患を持つ受講生や指導
者の年齢も考慮し実施を
見合わせた。

講師の高齢化により、事
業継続について今後検討
する必要がある。

184

5 障害のある
人に関する問
題

(1)社会参加の促進 ②療育の充
実、特別支援
教育の推進

スポーツ課

スポーツ・レクリエーション活動への支
援

A2 A2 →

・学校行事、地域のイベ
ント等に対しニュースポー
ツ用具の貸出を実施。

・障がい者関係団体主催
の体育施設利用に対して
使用料の減免措置を行っ
た。

本年開催される全障スポ
に向け、パラスポーツの
周知をはじめ、各種団体
等と連携し、障がい者で
も楽しめるスポーツ活動
の情報発信に努める。

185

5 障害のある
人に関する問
題

(1)社会参加の促進 ②療育の充
実、特別支援
教育の推進 市民図書館

点字図書・大活字本・朗読ＣＤ等の充
実
（視覚障害及び視覚弱者に対応した資
料の購入）

A1 A1 →

点字図書143冊（寄贈19
冊）、大活字図書1,999冊
（新規購入85冊）、朗読
CD701点（新規購入17
点）

読書バリアフリー法に基
づき、様々な読書のスタ
イルで楽しめるように整
備を進める。

－
2
9
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

186

5 障害のある
人に関する問
題

(1)社会参加の促進 ③雇用・就労
の促進

企業誘致・商工振興課

国、県と連携した広報活動

A2 A2 →

労働局や県等の各種支
援制度の等の周知を行っ
た。また、障害のある方
から雇用の相談があった
場合は、ハローワークの
専用窓口をお知らせして
いる。

継続して実施する。

187

5 障害のある
人に関する問
題

(1)社会参加の促進 ③雇用・就労
の促進

福祉課

関係機関との連携による雇用の促進

A1 A1 →

伊万里・有田地域の障が
い者就労支援事業所と協
働し、市ホームページに
掲載している施設情報を
更新した。

継続して実施する。

188

5 障害のある
人に関する問
題

(2)保健・医療の充実

健康づくり課

健康診査・健康教育・健康相談の実施

A1 A1 →

・健康相談開催回数 430
回　延人数1,005 人
・健康教育開催回数 270
回　延人数 4,004人

継続して実施する。

189

5 障害のある
人に関する問
題

(2)保健・医療の充実

健康づくり課

訪問指導、妊産婦・乳幼児相談実施に
よる健診未受診者対策

A1 A1 →

R5は、対象者の状況を把
握し、支援するために電
話フォローを実施。訪問
や乳幼児相談を案内し、
支援した。

継続して実施する。

190

5 障害のある
人に関する問
題

(3)日常生活における支援

長寿社会課

緊急通報システム運用事業の実施

A1 A1 →

一人暮らし等の高齢者に
システム機器を貸与し安
心安全な生活を支援し
た。

R6年度は一人暮らし等の
高齢者にシステム機器を
貸与し安心安全な生活を
支援する予定。

191

5 障害のある
人に関する問
題

(3)日常生活における支援

福祉課

障害者総合支援法に基づく各種サービ
スの提供

A1 A1 →

福祉課窓口や障がい者
生活支援センター等で受
けた相談について、障が
い者が必要とするサービ
スを適切に提供するため
の支給決定等を行い、日
常生活における支援につ
なげた。

継続して実施する。

192

5 障害のある
人に関する問
題

(3)日常生活における支援

福祉課

重度心身障害者タクシー料金助成事
業、重度心身障害者医療費助成事業、
障害者（児）日常生活用具給付事業、
身体障害者（児）補装具給付事業の実
施 A1 A1 →

補装具や日常生活用具
の給付、タクシー利用券
の交付、重度心身障がい
者への医療費助成、特別
障がい者手当等の支給
をつうじて、障がい者の
日常生活及び社会生活
を支援した。

継続して実施する。

－
3
0
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

193

5 障害のある
人に関する問
題

(3)日常生活における支援

福祉課

各種施設への入所に伴う給付費の支給

A1 A1 →

身体障がい者、知的障が
い者、精神障がい者の入
所施設における介護や日
常生活上の支援、創作的
活動の機会を提供する福
祉サービスに対し、給付
費を支給した。

継続して実施する。

194

5 障害のある
人に関する問
題

(3)日常生活における支援

福祉課

就労継続支援施設の運営支援

A1 A1 →

市ホームページ上に就労
支援事業所の情報を掲
載した。また、「障がい者
就労施設等からの物品
等の調達方針」を策定
し、庁内全部署に対し障
がい者就労施設への発
注促進を依頼する文書を
発出した。（目標額に対す
る達成率：94％）

継続して実施する。

195

5 障害のある
人に関する問
題

(4)生活環境の整備

防災危機管理課

音の出る信号機の設置促進

A1 A1 →

市内7か所に設置されて
いる。新規設置要望は
あっていない。

要望があれば検討する。

196

5 障害のある
人に関する問
題

(4)生活環境の整備

道路河川課

都市計画事業における段差解消やス
ロープ施設などの整備促進

D D

都市計画道路の見直しを
行ったため、街路事業を
実施していない。

実施時期については、検
討が必要です。

197

5 障害のある
人に関する問
題

(4)生活環境の整備

道路河川課

道路改良時の歩道の改修実施

A2 A3 ↓

市道提川～川西線の歩
道設置工事（L=870ｍ）に
着手した。

市道提川～川西線の歩
道設置工事を昨年度から
引き続き実施する。

198

5 障害のある
人に関する問
題

(4)生活環境の整備

道路河川課

道路改良時の歩道部電柱の移転による
歩道空間の改善

D D

昨年度実施した道路改良
工事では歩道部に電柱
がなかったため未実施。

電柱移転が必要な場合
は、早期に電柱所有者と
協議を行い、歩道空間の
確保を行います。

199

5 障害のある
人に関する問
題

(4)生活環境の整備

道路河川課

歩行空間の改善（都市計画道路）

D D

都市計画道路の見直しを
行ったため、街路事業を
実施していない。

実施時期については、検
討が必要です。

200

5 障害のある
人に関する問
題

(4)生活環境の整備

道路河川課

歩行空間の改善（市道）

A2 A2 →

道路植栽の剪定を行っ
た。
（1回/年）

道路植栽の剪定を満足
にできておらず、歩道の
歩行空間の確保を行わな
ければならない。

－
3
1
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

201

5 障害のある
人に関する問
題

(4)生活環境の整備

道路河川課

所管施設に点字ブロック設置（都市計
画道路）

D D

都市計画道路の見直しを
行ったため、街路事業を
実施していない。

実施時期については、検
討が必要です。

202

5 障害のある
人に関する問
題

(4)生活環境の整備

道路河川課

所管施設に点字ブロック設置（市道）

D D

既存点字ブロックの劣化
による更新はなかった。

既存点字ブロックの劣化
等による更新が見込まれ
ます。

203

5 障害のある
人に関する問
題

(4)生活環境の整備

都市政策課

市営住宅建替事業による障害者用住戸
の確保検討

A3 C

市営住宅建替の計画に
ついて、据置きとなったた
め、具体的な整備に至っ
ていない。

既存住宅の改修計画に
おいて、段差解消等、障
がい者が生活しやすい環
境整備を検討する必要が
ある。

204

5 障害のある
人に関する問
題

(4)生活環境の整備

環境政策課

全ての種類のごみ袋で目の不自由な人
に配慮したごみ袋の作製実施

A1 A1 →

全てのごみ袋の結束部
分に穴を開け、目の不自
由な人が種類を判別でき
るように作製している。

継続して実施する

205

5 障害のある
人に関する問
題

(4)生活環境の整備

環境政策課

独居高齢者世帯・障害者世帯の粗大ご
み回収支援の要望に対応

A1 A1 →

随時、収集業者に連絡を
行い、対応している。

継続して実施する

206

5 障害のある
人に関する問
題

(4)生活環境の整備

福祉課

施設管理者による点検と実施検討

A2 A2 →

市が所管する施設につい
ては、毎月、施設管理者
から安全点検の結果報
告を受けている。

継続して実施する。

207

5 障害のある
人に関する問
題

(4)生活環境の整備

福祉課

身体障害者自動車改造助成事業の実
施

A1 A3 ↓

重度身体障がい者の地
域社会への積極的な参
加を促進するため、障が
い者用自動車の改造に
必要な経費の一部を助成
するものである。（令和5
年度実績：0件）

継続して実施する。

208

5 障害のある
人に関する問
題

(4)生活環境の整備

福祉課

｢伊万里市公共施設ユニバーサルデザ
インマニュアル｣に沿った公共施設の整
備

A1 A1 →

｢伊万里市公共施設ユニ
バーサルデザインマニュ
アル｣を職員が常時閲覧
できるよう庁内ネットワー
ク上に掲載し、公共施設
を整備する際のユニバー
サルデザインへの配慮を
啓発している。

継続して実施する。

－
3
2
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

209

5 障害のある
人に関する問
題

(4)生活環境の整備

福祉課

福祉課窓口への手話通訳専門員の配
置

A1 A1 →

実務経験が豊富な手話
通訳専門員1名を福祉課
に配置し、聴覚障がい者
のコミュニケーション支援
を行った。
（令和5年度相談件数：
699件）

継続して実施する。

210

5 障害のある
人に関する問
題

(4)生活環境の整備

施設営繕課

市有施設におけるバリアフリー化

A1 A1 →

庁舎や公園等のトイレ改
修設計においてバリアフ
リー化を計画した。
庁舎の売店前通路や公
用車駐車場を改修・整備
し誰もが使いやすいもの
とした。
市民センターのトイレを洋
式化した。
伊万里中の改築工事に
おいてバリアフリー化を
行った。

継続して実施する。

211

5 障害のある
人に関する問
題

(4)生活環境の整備

関係各課

車椅子・障害者用駐車場、トイレ等の設
置推進

A1 A1 →

庁舎公用車駐車場におも
いやり駐車場（車椅子・障
害者用）を設置した。

今後も設置を検討してい
く。

212

5 障害のある
人に関する問
題

(5)その他

福祉課

 伊万里市障害者計画策定委員会等の
設置

D A1 ↑

伊万里市障がい者計画
等策定委員会を設置し、
計画を策定した。

（計画策定年度外）

213

6 外国人に関
する問題

(1)国際理解の醸成

まちづくり課

総合学習への講師の派遣
「国際交流ひろば」及び「多文化交流事
業」の開催支援

A1 A1 →

●国際交流ひろば
【R6.2.4】
・韓国の高校生23名
・参加児童103名
・各国の紹介、遊びを通し
た交流
●多文化交流事業
【R5.9.1】
「災害時外国人支援に従
事する関係者向けの研
修・訓練事業」参加

継続して実施する。

214

6 外国人に関
する問題

(1)国際理解の醸成

まちづくり課

県との協力により、国際理解の促進を図
る

A1 A1 →

佐賀県国際課、佐賀県国
際交流協会と連携
・2023さが国際フェスタ参
加

継続して実施する。

－
3
3
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

215

6 外国人に関
する問題

(1)国際理解の醸成

生涯学習課

なるほど！ザ・じんけんゼミナール等で
の外国人問題の啓発

A1 A1 →

地区巡回講座等で啓発を
行った。

継続して実施する。

216

6 外国人に関
する問題

(1)国際理解の醸成

生涯学習課

国際交流に関する講演会等の開催促
進、支援

A1 A1 →

地区巡回講座等で啓発を
行った。

継続して実施する。

217

6 外国人に関
する問題

(2)国際色豊かな人材の育
成

まちづくり課

（伊万里市国際交流協会主催）初級韓
国語・中国語教室の開設

A1 A1 →

（伊万里市国際交流協会
主催）
講師：章潔氏（市多文化
共生マネージャー）による
開催。受講者31名

継続して実施する。

218

6 外国人に関
する問題

(2)国際色豊かな人材の育
成

学校教育課

ＡＬＴの小・中学校への派遣

A1 A1 →

市費でのＡＬＴ採用を行っ
た。

継続して実施する。

219

6 外国人に関
する問題

(3)外国人児童生徒に対す
る支援

学校教育課

外国人等児童生徒の生活支援

A1 A1 →

日本語教育や通級指導
による支援を行った。

継続して実施する。

220

6 外国人に関
する問題

(4)情報出版サービスの充
実

まちづくり課

市内の主要施設や観光についての情
報の提供

B B

実施なし。 内容についての検討が必
要。

221

6 外国人に関
する問題

(4)情報出版サービスの充
実

まちづくり課

市広報紙や市国際交流協会機関紙等
への大連市関係情報の掲載（公務研修
生等） A1 A1 →

・大連市を含む中国全体
について「中国を知る」市
民公開講座を実施。
講師：市多文化共生マ
ネージャー章潔氏。

継続して実施する。

222

6 外国人に関
する問題

(4)情報出版サービスの充
実

まちづくり課

外国人に対する申請書等の記載案内
の作成

A1 A1 →

・多言語コールセンターが
活用できるよう環境を整
えている。
・「やさしい日本語」の表
記を促している。

継続して実施する。

223

6 外国人に関
する問題

(4)情報出版サービスの充
実

ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ推進課

観光案内板（英語併記）、観光パンフ
レット（英語併記等）の作成

A1 A1 →

観光案内版（英語併記）
の一新。

外国語パンフレット作成
の継続。

－
3
4
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

224

6 外国人に関
する問題

(5)民間交流の促進と支援

まちづくり課

伊万里市国際交流協会助成事業の実
施

A1 A1 →

・伊万里市国際交流協会
への運営費補助。

継続して実施する。

225

6 外国人に関
する問題

(6)民間ボランティアとの協
働

まちづくり課

通訳など国際交流ボランティアの登録

A1 A1 →

佐賀県国際課管理の名
簿等を活用。

継続して実施する。

226

6 外国人に関
する問題

(7)その他

学校教育課

各種交流事業への参加促進

A1 A1 →

参加募集範囲を拡大し、
集合研修を行った。

継続して実施する。

227

7 患者等に関
する問題

(1)ＨＩＶ感染者等 ①保健福祉事
務所など関係
機関との連携 健康づくり課

保健福祉事務所と協力してエイズ予防
パネルの展示などの啓発活動を実施

A2 A2 →

健康づくり課内に常時パ
ンフレットを設置してい
る。

継続して実施する

228

7 患者等に関
する問題

(1)ＨＩＶ感染者等 ①保健福祉事
務所など関係
機関との連携 健康づくり課

エイズ相談事業の周知徹底を図る

A1 A1 →

健康づくり課内に常時パ
ンフレットを設置してい
る。

継続して実施する

229

7 患者等に関
する問題

(1)ＨＩＶ感染者等 ②学校教育に
おけるエイズ
教育（思春期
体験学習）な
どの推進

学校教育課

中学校の保健の授業でエイズ教育（思
春期体験学習）等実施

A1 A1 →

中学校の保健の授業で
エイズ教育（思春期体験
学習）等実施をした。

継続して実施する。

230

7 患者等に関
する問題

(1)ＨＩＶ感染者等 ③地域社会や
職場などへの
啓発 人権・同和対策課

ＨＩＶ感染者等に対する偏見や差別解
消のための啓発

A2 A2 →

広報12月号の人権週間
の特集記事に感染症に
関する問題として掲載し
た。

より効果的な啓発方法に
ついて検討していく。

231

7 患者等に関
する問題

(1)ＨＩＶ感染者等 ③地域社会や
職場などへの
啓発 健康づくり課

市広報紙や健康講座等による啓発

A1 A1 →

感染症の発生予防や拡
大予防について、ケーブ
ルテレビや広報紙、ホー
ムページで啓発を行っ
た。

今後も継続して啓発を行
う必要がある。

232

7 患者等に関
する問題

(1)ＨＩＶ感染者等 ③地域社会や
職場などへの
啓発 健康づくり課

ポスターやチラシによる啓発

A1 A1 →

感染症の発生予防や拡
大予防について、ケーブ
ルテレビや広報紙、ホー
ムページで啓発を行っ
た。

今後も継続して啓発を行
う必要がある。

－
3
5
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

233

7 患者等に関
する問題

(1)ＨＩＶ感染者等 ③地域社会や
職場などへの
啓発 生涯学習課

公民館事業での取り組み

A1 A1 →

公民館との協働による地
区巡回講座等で啓発を
行った。

継続して実施する。

234

7 患者等に関
する問題

(1)ＨＩＶ感染者等 ③地域社会や
職場などへの
啓発 生涯学習課

なるほど！ザ・じんけんゼミナール等で
のＨＩＶ、ハンセン病*の啓発

A1 A1 →

地区巡回講座等で啓発を
行った。

継続して実施する。

235

7 患者等に関
する問題

(1)ＨＩＶ感染者等 ③地域社会や
職場などへの
啓発

生涯学習課

市広報紙による啓発

A1 A1 →

感染者等の人権につい
て、職員出演・制作の人
権啓発動画「月刊じんけ
んかわらばん」のYoutube
配信や広報伊万里にお
いて啓発記事を掲載し
た。

継続して実施する。

236

7 患者等に関
する問題

(1)ＨＩＶ感染者等 ④予防接種、
健診等の受診
率の向上 健康づくり課

各種健診や予防接種、健康相談、健康
教室等の実施

A2 A2 →

予防接種実施者数　延
21,630人

償還払い制度の導入で
定期予防接種が受けや
すい体制づくりができた。

237

7 患者等に関
する問題

(2)ハンセン病患者等

人権・同和対策課

ハンセン病患者等に対する偏見や差別
解消のための啓発

A2 A2 →

広報12月号の人権週間
の特集記事に掲載した。

より効果的な啓発方法に
ついて検討していく。

238

7 患者等に関
する問題

(3)その他

健康づくり課

結核検診の実施、市広報紙やチラシに
よるＰＲ等の実施

A1 A1 →

結核検診受診者　1,792
人

市民センターや個別検診
に加え、健康づくり財団
の毎日検診も周知してい
く。

239

7 患者等に関
する問題

(3)その他

健康づくり課

保健福祉事務所より市（健康づくり課）
へ状況報告の実施

A1 A1 →

管内に感染者が発生した
場合は、保健福祉事務所
より報告があるため、迅
速な対応がとれる体制が
できている。

連携を図り継続して実施
する。

240

7 患者等に関
する問題

(3)その他

健康づくり課

ＳＡＲＳ対策緊急時連絡体制、その他感
染症緊急連絡体制整備

A1 A1 →

緊急連絡体制の再確認
を行った。

継続して実施する。

241

8 犯罪被害者
等に関する問
題

(1)啓発活動の推進

人権・同和対策課

ホームページや市広報紙等による啓発

A2 A2 →

県が作成したチラシ等を
市庁舎やコミュニティセン
ターで配布した。
また、ホームページ及び
広報11月号に掲載し、啓
発・周知を行った。

継続して実施する。

－
3
6
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

242

8 犯罪被害者
等に関する問
題

(1)啓発活動の推進

生涯学習課

各種講座等を活用した啓発活動の推進

A1 A1 →

地区巡回講座等で啓発を
行った。

継続して実施する。

243

8 犯罪被害者
等に関する問
題

(2)相談・支援体制の充実

人権・同和対策課

相談業務及び支援体制の整備
（見舞金の支給）

A2 A1 ↑

犯罪被害者からの相談に
対応した。
令和5年度での見舞金の
支給はなし。（令和6年度
に支給予定）
犯罪被害者等支援養成
講座などに参加して、職
員の資質向上を図った。

継続して実施する。

244

8 犯罪被害者
等に関する問
題

(2)相談・支援体制の充実

人権・同和対策課

関係機関との連携及び支援の引継

A2 A2 →

伊万里警察署犯罪被害
者等支援ネットワーク連
絡会議に出席し、関係機
関との連携を図った。

継続して実施する。

245

8 犯罪被害者
等に関する問
題

(3)再被害防止及び重大な
犯罪の未然防止措置

防災危機管理課

再被害防止措置のための警察、市内防
犯組織との連携

A1 A1 →

広報紙による啓発に取り
組んだほか、各地区防犯
協会と連携しながら防犯
活動に取り組んだ。

継続して実施する。

246

8 犯罪被害者
等に関する問
題

(3)再被害防止及び重大な
犯罪の未然防止措置

防災危機管理課

重大犯罪の未然防止措置のための警
察、市内防犯組織との連携

A1 A1 →

高校等における暴力団排
除教育講話や薬物乱用
防止講話、ニセ電話詐欺
被害防止等の呼びかけ
等を行った。

継続して実施する。

247

9 性的指向・
性自認等に関
する人権侵害

(1)教育・啓発の推進

人権・同和対策課

性的指向・性自認等に関する正しい認
識の啓発

A2 A1 ↑

ホームページに掲載し啓
発を行うとともに、広報12
月号の人権週間の特集
記事に掲載した。
また、12月に開催した
ハートフルフォーラムで性
の多様性に関する講演を
行った。

より効果的な啓発方法に
ついて検討していく。

248

9 性的指向・
性自認等に関
する人権侵害

(2)相談体制の充実

企画政策課

関係機関・団体との連携と相談窓口の
周知・啓発

A1 A1 →

・ホームページでの相談
窓口周知、広報紙による
周知（11月）
・DV相談は、関係課と連
携しワンストップ窓口およ
び共通マニュアルの運用
により対応

継続して実施する。

－
3
7
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

249

9 性的指向・
性自認等に関
する人権侵害

(3)その他

人権・同和対策課

申請書類の様式等の性別記載欄の記
載方法の見直し

A2 A2 →

R2までに完了した。 引き続き新たな様式等を
作成する場合には、必要
性について検討する。

250

10 インター
ネットによる人
権侵害

(1)啓発活動の推進

人権・同和対策課

取締法の周知、情報モラルの啓発

A2 A2 →

ホームページに掲載し啓
発を行うとともに、広報12
月号の人権週間の特集
記事に掲載した。

より効果的な啓発方法に
ついて検討していく。

251

10 インター
ネットによる人
権侵害

(2)学校における情報教育
の推進

学校教育課

コンピュータ学習での情報モラルの教
育

A1 A1 →

いじめや差別等につなが
らないよう、情報モラル教
育の充実を図った。

継続して実施する。

252

10 インター
ネットによる人
権侵害

(3)その他

人権・同和対策課

差別事象のモニタリングの実施

B A1 ↑

令和6年3月に「伊万里市
部落差別の解消の推進
及び人権擁護に関する条
例」を改正し、条例に”イ
ンターネット上の誹謗中
傷等の防止”を新に盛り
込んだ。
モニタリングの環境につ
いては、拡張された庁内
のWi-Fiを使って行うこと
になった。

モニタリング実施要領を
制定し、定期的なモニタリ
ングに取り組む。

253

10 インター
ネットによる人
権侵害

(1)啓発活動の推進

生涯学習課

取締法の周知、情報モラルの啓発

A1 A1 →

毎日、ネット上の差別事
象についてインターネット
パトロールを実施した。

継続して実施する。

254

10 インター
ネットによる人
権侵害

(3)その他

生涯学習課

差別事象のモニタリングの実施

A1 A1 →

毎日、ネット上の差別事
象についてインターネット
パトロールを実施した。

継続して実施する。

255

11 人権に関
する様々な問
題

(1)刑を終えて出所した人

人権・同和対策課

法務局や保護司会との連携

A2 A2 →

ホームページに掲載し啓
発を行うとともに、広報12
月号の人権週間の特集
記事に掲載した。

より効果的な啓発方法に
ついて検討していく。

256

11 人権に関
する様々な問
題

(1)刑を終えて出所した人

福祉課

法務局や保護司との連携、「社会を明る
くする運動」等の取組の推進、支援

A3 A2 ↑

県更生保護協会への補
助や保護司会の会報配
付支援等を行った。
（会報配布：年2回）

継続して支援を行う。

－
3
8
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

257

11 人権に関
する様々な問
題

(1)刑を終えて出所した人

生涯学習課

更生保護団体との連携
地区巡回講座、なるほど！ザ・じんけん
ゼミナール等で実態の啓発 A1 A1 →

保護司会やＢＢＳとの連
携で教材研究を行い、地
区巡回講座等で啓発を
行った。

継続して実施する。

258

11 人権に関
する様々な問
題

(1)刑を終えて出所した人

生涯学習課

法務局や保護司との連携、「社会を明る
くする運動」等の取組の推進、支援

A2 A2 →

「社会を明るくする運動」
の取組みについて、強調
月間に合わせ、市広報紙
に掲載するなどの啓発活
動を行った。

継続して実施する。

259

11 人権に関
する様々な問
題

(1)刑を終えて出所した人

生涯学習課

地区巡回講座、なるほど！ザ・じんけん
ゼミナール、輝く女性のための心のセミ
ナーの実施 A2 A1 ↑

平常時の計画に戻し研修
を実施した。
・地区巡回講座 38回
・なるほど！ザ・じんけん
ゼミナール 4回

継続して実施する。

260

11 人権に関
する様々な問
題

(2)ホームレス等生活困窮者

人権・同和対策課

ホームレスに対する偏見や差別解消の
ための啓発

A2 A2 →

ホームページに掲載し啓
発を行うとともに、広報12
月号の人権週間の特集
記事に掲載した。

より効果的な啓発方法に
ついて検討していく。

261

11 人権に関
する様々な問
題

(3)北朝鮮当局による拉致
問題等

人権・同和対策課

拉致問題についての啓発

A1 A2 ↓

ホームページに掲載し啓
発を行うとともに、広報12
月号の人権週間の特集
記事に掲載した。

より効果的な啓発方法に
ついて検討していく。

262

11 人権に関
する様々な問
題

(4)人身取引

人権・同和対策課

人身取引についての啓発

A2 A2 →

ホームページに掲載し啓
発を行うとともに、広報12
月号の人権週間の特集
記事に掲載した。

より効果的な啓発方法に
ついて検討していく。

263

11 人権に関
する様々な問
題

(5)災害に起因する人権問
題

人権・同和対策課

災害に起因する偏見や差別解消のた
めの啓発

A2 A2 →

ホームページに掲載し啓
発を行うとともに、広報12
月号の人権週間の特集
記事に掲載した。

より効果的な啓発方法に
ついて検討していく。

264

11 人権に関
する様々な問
題

(6)個人情報の保護

情報政策課

個人情報保護制度の適正な運用

A1 A1 →

審査会を年4回開催し、
個人情報の適正な取扱
いに関する全庁通知や研
修を各1回行った

継続して実施する。

265

11 人権に関
する様々な問
題

(7)その他の人権問題

生涯学習課

地区巡回講座、なるほど！ザ・じんけん
ゼミナール等で実態の啓発

A1 A1 →

地区巡回講座等で啓発を
行った。

継続して実施する。

－
3
9
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向
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（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

266

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(1)就学前教育機関等にお
ける人権・同和教育の推進

①集団活動の
機会の確保

子育て支援課

地域との交流活動の実施

A1 A1 →

保育園では、玉ねぎ収
穫、稲刈り、クッキング等
をJAと実施した。また、地
域の相撲大会や家読フェ
スタ等に参加し地域との
交流を行った。

継続して実施する。

267

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(1)就学前教育機関等にお
ける人権・同和教育の推進

①集団活動の
機会の確保

学校教育課

小学校を中心とした幼保小連携により
推進

A1 A1 →

小学校を中心とした幼保
小連携により推進を図っ
た。

継続して実施する。

268

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(1)就学前教育機関等にお
ける人権・同和教育の推進

①集団活動の
機会の確保

生涯学習課

幼稚園・保育園における研修会の実施

A1 A1 →

市立保育園、幼稚園の職
員を対象に研修会を実施
した。
・研修会3回

継続して実施する。

269

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(1)就学前教育機関等にお
ける人権・同和教育の推進

①集団活動の
機会の確保

市民図書館

お話し会（毎週土曜日）の実施

A2 A1 ↑

実施回数42回、参加人数
894人

コロナ以前の形式に戻し
ておはなし会を再開した
ので、さらなる周知を図っ
て参加者を増やす。

270

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(1)就学前教育機関等にお
ける人権・同和教育の推進

②基本的生活
習慣などが身
につく教育 子育て支援課

保育園等における保育の実施

A1 A1 →

保育園での保育活動に
おいて、子どもの生活習
慣や社会性等を身につけ
るよう配慮した保育を実
施した。

継続して実施する。

271

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(1)就学前教育機関等にお
ける人権・同和教育の推進

②基本的生活
習慣などが身
につく教育 学校教育課

小学校を中心とした幼保小連携により
推進

A1 A1 →

小学校を中心とした幼保
小連携により推進を図っ
た。

継続して実施する。

272

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(1)就学前教育機関等にお
ける人権・同和教育の推進

③指導的立場
への人権・同
和教育の充実 子育て支援課

人権・同和問題研修の実施

A1 A1 →

各種団体主催の人権・同
和問題研修や、伊万里市
主催で伊万里市職員向
けの人権・同和研修を受
講した。

継続して実施する。

273

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(1)就学前教育機関等にお
ける人権・同和教育の推進

③指導的立場
への人権・同
和教育の充実 学校教育課

人権・同和教育研究の推進

A1 A1 →

小学校を中心とした幼保
小連携により推進を図っ
た。

継続して実施する。

274

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(2)学校教育における人権・
同和教育の推進

①全教育活動
を通じた人権・
同和教育の推
進

学校教育課

人権・同和教育研究の実施

A1 A1 →

全教育活動を通じた人
権・同和教育の推進を
図った。

継続して実施する。

－
4
0
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
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違点等）

今後の課題
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実績を踏まえての今後
の課題等）

275

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(2)学校教育における人権・
同和教育の推進

①全教育活動
を通じた人権・
同和教育の推
進

学校教育課

グループエンカウンターの実施

A1 A1 →

全教育活動を通じた人
権・同和教育の推進を図
り、グループエンカウン
ター等を実施した。

継続して実施する。

276

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(2)学校教育における人権・
同和教育の推進

①全教育活動
を通じた人権・
同和教育の推
進

学校教育課

読本等の教材活用による授業の展開

A1 A1 →

読本等の教材活用による
授業の展開を図った。

継続して実施する。

277

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(2)学校教育における人権・
同和教育の推進

①全教育活動
を通じた人権・
同和教育の推
進

学校教育課

人権週間の取り組みに限らず、年間を
通して実施

A1 A1 →

全教育活動を通じた人
権・同和教育の推進を
図った。

継続して実施する。

278

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(2)学校教育における人権・
同和教育の推進

①全教育活動
を通じた人権・
同和教育の推
進

学校教育課

初等教育における全教科、全領域にお
ける人権・同和教育の充実

A1 A1 →

初等教育における全教
科、全領域における人
権・同和教育の充実を
図った。

継続して実施する。

279

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(2)学校教育における人権・
同和教育の推進

①全教育活動
を通じた人権・
同和教育の推
進

学校教育課

中等教育における全教科、全領域にお
ける人権・同和教育の充実

A1 A1 →

中等教育における全教
科、全領域における人
権・同和教育の充実を
図った。

継続して実施する。

280

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(2)学校教育における人権・
同和教育の推進

②同和教育な
どの成果を生
かした人権・同
和教育の推進

学校教育課

講習会・夏季講座等の研修会

A1 A1 →

講習会や講座への参加
ができている。

継続して実施する。

281

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(2)学校教育における人権・
同和教育の推進

②同和教育な
どの成果を生
かした人権・同
和教育の推進

学校教育課

人権・同和教育研究の実施

A1 A1 →

人権・同和教育推進校を
中心に研究を実施し、教
勢の開発や各種資料の
作成につなげている。

継続して実施する。

282

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(2)学校教育における人権・
同和教育の推進

③教職員の研
修の充実

学校教育課

人権・同和教育研究の実施

A1 A1 →

全ての小中学校におい
て、研究授業や校内研修
を毎年行っている。

継続して実施する。

283

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(2)学校教育における人権・
同和教育の推進

④保育所・幼
稚園、小・中学
校、高等学
校、特別支援
学校との連携

学校教育課

特別支援学校との交流学習

A1 A1 →

居住地交流、学校間交流
ともに実施した。

継続して実施する。

284

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(2)学校教育における人権・
同和教育の推進

④保育所・幼
稚園、小・中学
校、高等学
校、特別支援
学校との連携

学校教育課

人権・同和教育研究校の推進

A1 A1 →

人権・同和教育研究の実
施により、研究授業の実
施や研修会により、充実
を図っている。

継続して実施する。

－
4
1
－
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の課題等）

285

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(2)学校教育における人権・
同和教育の推進

④保育所・幼
稚園、小・中学
校、高等学
校、特別支援
学校との連携

学校教育課

小学校を中心とした幼保小連携による
人権教育の推進

A1 A1 →

小学校を中心とした幼保
小連携による人権教育の
推進を図った。

継続して実施する。

286

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(2)学校教育における人権・
同和教育の推進

⑤学校、家
庭、地域社会
との連携 子育て支援課

児童センター活動の実施

A1 A1 →

キッズクラブでの工作、風
船バレーボール等レク
レーションを毎月、ワイワ
イキャンプ（７月22日～23
日）を実施した。

継続して実施する。

287

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(2)学校教育における人権・
同和教育の推進

⑤学校、家
庭、地域社会
との連携 学校教育課

人権・同和教育研修会等による啓発

A3 A2 ↑

人権・同和教育研究の実
施により、研究授業の実
施や研修会により、充実
を図っている。

継続して実施する。

288

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(2)学校教育における人権・
同和教育の推進

⑤学校、家
庭、地域社会
との連携 学校教育課

校内PTA、人権・同和教育研修会の実
施

A3 A2 ↑

新型コロナが5類に移行
し、実施と未実施の学校
があるが、充実を図って
いる。

継続して実施する。

289

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(2)学校教育における人権・
同和教育の推進

⑤学校、家
庭、地域社会
との連携 生涯学習課

地区巡回講座、なるほど！ザ・じんけん
ゼミナール、輝く女性のための心のセミ
ナーなどの実施 A2 A1 ↑

平常時の計画に戻し研修
を実施した。
・地区巡回講座 38回
・なるほど！ザ・じんけん
ゼミナール4回

継続して実施する。

290

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

①推進体制の
拡充

まちづくり課

出前講座事業の推進

A2 A1 ↑

まちづくり出前講座を、市
広報、ホームページ、
ケーブルテレビで紹介。
出前講座285回（うち人権
関係142回4,015人）

コロナが5類感染症になっ
たことで、講座開催が増
加。
引き続き周知をしていく。

291

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

①推進体制の
拡充

人権・同和対策課

人権擁護委員の活動充実助成

A1 A1 →

伊万里人権擁護委員協
議会へ負担金を支出する
とともに、伊万里人権擁
護委員協議会との協働で
街頭啓発活動を実施し
た。

継続して実施する。

292

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

①推進体制の
拡充

健康づくり課

妊娠や育児等に関する教室の開催

A1 A1 →

・妊婦わくわくクラブ
開催回数6回　参加者数
74人

開催回数を増やし、少人
数の予約制で実施する。

293

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

①推進体制の
拡充

生涯学習課

人権・同和教育指導員の人選

A1 A1 →

定員4人を確保した。 継続して実施する。

－
4
2
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

294

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

①推進体制の
拡充

生涯学習課

地区巡回講座の実施

A2 A1 ↑

平常時の計画に戻し研修
を実施した。
・地区巡回講座 38回

継続して実施する。

295

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

①推進体制の
拡充

生涯学習課

国、県主催の研修会、講習会参加によ
る社会教育指導員資質の向上

A1 A1 →

県や関係団体が主催す
る研修会等へ指導員を積
極的に参加させた。
・20回

継続して実施する。

296

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

①推進体制の
拡充

生涯学習課

公民館主催事業等をとおした学習情報
の提供

A2 A2 →

区長会、各種団体の会議
や講座等で情報提供を
行った。

継続して実施する。

297

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

①推進体制の
拡充

生涯学習課

職場における人権・同和問題研修の支
援

A2 A2 →

企業・事業所に対して営
業を行い、要請に応じて
指導員を派遣したが、ま
だ十分とは言えず一層の
推進が必要である。

継続して実施する。

298

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

①推進体制の
拡充

生涯学習課

異学年間の交流や、自然の中での共同
生活体験による研修実施

A3 A1 ↑

大川町夏休みワイワイ
キャンプなど野外での団
体生活を通して、人権意
識の基礎となる「いたわ
り」「思いやり」「感謝」の
気持ちを持った健全な子
どもの育成に努めた。

継続して実施する。

299

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

②地域におけ
る人権・同和
教育と啓発活
動の推進

生涯学習課

地区巡回講座等における各種資料、パ
ンフレット等の配付により啓発や情報の
提供を図る A1 A1 →

地区巡回講座等で啓発
資料を配付し情報の提供
を図った。

継続して実施する。

300

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

②地域におけ
る人権・同和
教育と啓発活
動の推進

生涯学習課

人権・同和教育推進協議会、人権・同
和教育地域推進員の育成

A2 A1 ↑

平常時の計画に戻し研修
を実施した。
・なるほど！ザ・じんけん
ゼミナール 4回

継続して実施する。

301

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

②地域におけ
る人権・同和
教育と啓発活
動の推進

生涯学習課

学校、各種関係機関、団体及び地域推
進員と連携した啓発活動の推進

A1 A1 →

12月の人権週間にあわ
せ小中学校との協働で児
童・生徒の人権作品展を
開催した。

継続して実施する。

302

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

②地域におけ
る人権・同和
教育と啓発活
動の推進

生涯学習課

地区巡回講座の充実による啓発促進

A2 A1 ↑

平常時の計画に戻し研修
を実施した。
・地区巡回講座 38回

継続して実施する。

－
4
3
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

303

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

③地域におけ
る指導者の育
成 生涯学習課

なるほど！ザ・じんけんゼミナールの開
設
先進地視察 A2 A1 ↑

平常時の計画に戻し研修
を実施した。
・なるほど！ザ・じんけん
ゼミナール 4回

継続して実施する。

304

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

③地域におけ
る指導者の育
成

生涯学習課

輝く女性のための心のセミナーの開設

A3 A2 ↑

なるほど！ザ・じんけんゼ
ミナール、PTA等研修講
座において女性の人権、
性の多様性をテーマに啓
発を行った。

コロナ禍を契機に当セミ
ナーを中止していたが、
なるほど！ザ・じんけんゼ
ミナールに女性会員を追
加するなど、今後、検討し
ていく。

305

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

④社会教育関
係団体におけ
る人権・同和
教育と啓発活
動の推進

生涯学習課

小中学校連合ＰＴＡ、文化連盟など社
会教育関係団体における自主的な学
習活動を奨励・支援し人権教育の充実
を図る

A2 A1 ↑

平常時の計画に戻し研修
を実施した。
・小中学校ＰＴＡ　15回
・市連Ｐリーダー　1回
・幼稚園保護者会　2件

継続して実施する。

306

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

④社会教育関
係団体におけ
る人権・同和
教育と啓発活
動の推進

生涯学習課

各種イベント、講演会開催をとおした学
習機会の提供

A2 A1 ↑

同和問題講演会を人数
制限なしで8月29日に実
施した。
参加者350人

継続して実施する。

307

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

⑤人権問題に
関する市民意
識調査の実施 生涯学習課

５年毎に実施

D D →

令和2年度に実施した。
次回実施予定は令和7年
度

308

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

⑥その他

人権・同和対策課

市広報紙や公民館報による人権週間の
周知徹底

A1 A1 →

市広報12月号に特集記
事を掲載するとともにコ
ミュニティセンターで発行
する情報誌12月号に掲も
載し、人権週間の周知徹
底を図った。

継続して実施する。

309

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

⑥その他

人権・同和対策課

啓発用のぼり旗・マグネットステッカー等
の作成

A2 A2 →

のぼり旗等の不足はなく
新たに作成はしなかった
が、既存ののぼり旗等を
同和問題強調月間や人
権週間に掲示して周知・
啓発に活用した。

継続して実施する。

－
4
4
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

310

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

⑥その他

人権・同和対策課

同和問題啓発パネル展、人権問題啓
発街頭キャンペーンの実施

A1 A1 →

同和問題強調月間や人
権週間にあわせて、市民
図書館や市民ロビーでパ
ネル展を実施し、市民へ
の啓発を行った。
また、伊万里人権擁護委
員協議会との協働で、12
月2日にJA伊万里農業ま
つり会場で街頭啓発活動
を実施した。

継続して実施する。

311

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

⑥その他

人権・同和対策課

｢伊万里市人権教育・啓発基本方針」の
策定

D D

｢伊万里市人権教育・啓
発基本方針」の改定年度
でなかった。

312

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

⑥その他

生涯学習課

市広報紙への同和問題講演会の掲載

A1 A1 →

広報伊万里8月号に掲載
し周知を図った。また同
和問題講演会については
8月29日に実施した。
参加者350人

継続して実施する。

313

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

⑥その他

生涯学習課

ＣＡＴＶ等マスメディアを活用した啓発

A1 A1 →

市職員出演・制作による
オリジナル啓発動画を
ケーブルテレビで放送し
た。
・年間　2回

継続して実施する。

314

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

⑥その他

生涯学習課

市のホームページを活用した情報提供

A1 A1 →

同和問題講演会や人権
作品展など啓発記事を
ホームページにアップし
た。

継続して実施する。

315

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

⑥その他

生涯学習課

運動体からの講師招へい

A2 A1 ↑

「なるほど！ザ・じんけん
ゼミナール」において、両
運動団体から講師の派
遣を受けた。

継続して実施する。

316

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

⑥その他

生涯学習課

市・県保有の啓発用映画、ビデオ等の
提供

A1 A1 →

市職員出演・制作による
オリジナル啓発動画「月
刊じんけんかわらばん」を
ユーチューブで配信した。

継続して実施する。

317

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

⑥その他

生涯学習課

同和問題講演会の開催

A2 A1 ↑

同和問題講演会を8月29
日に実施した。
参加者350人

継続して実施する。

－
4
5
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

318

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

⑥その他

生涯学習課

人権週間における児童生徒の人権作
品展を開催

A1 A1 →

12月の人権週間にあわ
せ小中学校との協働で児
童・生徒の人権作品展を
開催した。

継続して実施する。

319

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

⑥その他

生涯学習課

同和問題啓発パネル展、人権問題啓
発街頭キャンペーンの実施

A2 A1 ↑

同和問題講演会で人権
標語入りオリジナル啓発
グッズの配付と、啓発パ
ネル展を行った。

継続して実施する。

320

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(3)社会教育における人権・
同和教育と啓発活動の推
進

⑥その他

生涯学習課

人権宣言の意義の積極的な広報と多元
的な情報の提供

A2 A1 ↑

世界人権宣言について地
区巡回講座等を通じて啓
発を行った。

継続して実施する。

321

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(4)企業における人権・同和
教育と啓発活動の推進

①公正採用選
考の確立に向
けた取組

生涯学習課

公正採用選考人権啓発推進員との連
携による研修の充実

A2 A2 →

伊万里西松浦地区公正
採用選考人権啓発推進
協議会との連携で研修充
実へ向けた営業活動を展
開したが、まだ十分とは
言えず一層の推進が必
要である。

継続して実施する。

322

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(4)企業における人権・同和
教育と啓発活動の推進

②職場におけ
る人権課題の
解決に向けた
取組 生涯学習課

事業主への啓発・研修の取組の働きか
け

A2 A2 →

伊万里西松浦地区公正
採用選考人権啓発推進
協議会との連携で研修充
実へ向けた営業活動を展
開したが、まだ十分とは
言えず一層の推進が必
要である。

継続して実施する。

323

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(4)企業における人権・同和
教育と啓発活動の推進

②職場におけ
る人権課題の
解決に向けた
取組

生涯学習課

研修会への講師の派遣など指導・支援

A2 A2 →

企業・業所に対して営業
を行い、要請に応じて指
導員を派遣したが、まだ
十分とは言えず一層の推
進が必要である。
・企業・職場研修　2回

継続して実施する。

324

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(5)人権・同和教育関係者
の連携強化

人権・同和対策課

人権の花運動の実施

A1 D

伊万里・有田地区で実施
しており、令和5年度は有
田町の大山小学校で開
催され、伊万里市での開
催はなかった。

令和6年度は伊万里市の
大川内小学校で開催予
定。

325

12 あらゆる場
における人権・
同和教育と啓
発活動の推進

(5)人権・同和教育関係者
の連携強化

生涯学習課

佐賀県人権・同和教育研究協議会との
連携強化

A1 A1 →

人権・同和教育係長を
「理事」として派遣するな
ど連携を図った。

継続して実施する。

－
4
6
－
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の課題等）

326

13 特定の職
業に従事する
者に対する人
権・同和教育
の推進

(1)市職員等

総務課

新採・初級職員研修、中堅職員研修、
幹部職員研修などの機会をとらえて人
権・同和問題研修の実施
その他、同和問題講演会や各種研修
会に職員を派遣

A1 A1 →

市による研修会の開催、
他団体による研修会への
派遣等、延べ983人の職
員が11回の人権・同和教
育に関する研修会に参加
し、人権・同和問題につい
て理解を深めた。

継続して実施する。

327

13 特定の職
業に従事する
者に対する人
権・同和教育
の推進

(2)教職員等

学校教育課

人権・同和教育研究の実施

A1 A1 →

人権・同和教育研究指定
校を中心として、研究を
実施している。

継続して実施する。

328

13 特定の職
業に従事する
者に対する人
権・同和教育
の推進

(2)教職員等

学校教育課

人権・同和教育研究校への同和教育担
当者の配置

A1 A1 →

人権・同和教育研究指定
校への同和教育担当者
を配置した。

継続して実施する。

329

13 特定の職
業に従事する
者に対する人
権・同和教育
の推進

(2)教職員等

学校教育課

小学校２校、中学校１校への児童・生徒
支援教員の配置

A1 A1 →

小学校2校、中学校1校へ
の児童・生徒支援教員の
配置を行った。

継続して実施する。

330

13 特定の職
業に従事する
者に対する人
権・同和教育
の推進

(3)社会教育関係者

生涯学習課

社会教育関係者の職務に応じた人権
感覚を養うための研修の実施

A3 A2 ↑

同和問題解決の拠点施
設である隣保館及び同和
教育集会所における関係
職員の研修を実施した
が、まだ十分とは言え
ず、一層の推進が必要で
ある。
実施回数5回

継続して実施する。

331

13 特定の職
業に従事する
者に対する人
権・同和教育
の推進

(4)福祉関係者

長寿社会課

福祉関係従事者の各種人権関係研修
への参加促進

A2 A2 →

高齢者に関わる関係機
関の関係者が参加するコ
ミュニティケア会議（Ｒ
5/7/19）において、人権
擁護に関するチラシを配
布し人権教育の推進を
行った。

福祉関係者は業務に関
する研修が多く、人権関
係研修への参加促進は
難しい。

332

13 特定の職
業に従事する
者に対する人
権・同和教育
の推進

(4)福祉関係者

長寿社会課

委員や施設職員に対する委嘱・採用時
の研修

A3 A3 →

市独自の研修実績はな
かった。

各委員や施設職員も人
材不足のため業務多忙
で人権関係の研修を行う
ことは難しい。

－
4
7
－
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333

13 特定の職
業に従事する
者に対する人
権・同和教育
の推進

(4)福祉関係者

生涯学習課

研修会への講師の派遣など指導・支援

A2 A1 ↑

民生委員・児童委員協議
会が行う研修会に指導員
を派遣し、計画どおり実
施できた。
・実施　3回

継続して実施する。

334

13 特定の職
業に従事する
者に対する人
権・同和教育
の推進

(5)医療・保健関係者

健康づくり課

医療・保健関係者の各種人権研修への
参加促進

B B →

今後機会を捉えて実施予
定

今後機会を捉えて実施予
定

335

13 特定の職
業に従事する
者に対する人
権・同和教育
の推進

(5)医療・保健関係者

生涯学習課

研修会への講師の派遣など指導・支援

A3 A3 →

医療・保険関係者への学
習支援については、感染
症による負担増を勘案し
見合わせている。

オリジナル啓発動画「月
刊じんけんかわらばん」を
活用し啓発する。

336

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(1)人材の育成と活用 ①指導者の育
成

企画政策課

男女協働参画に関する研修会や講習
会等への積極的な参加の促進

A1 A1 →

フォーラムやセミナー、出
前講座の開催（7回）

継続して実施する。

337

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(1)人材の育成と活用 ①指導者の育
成

人権・同和対策課

女性、子ども、高齢者、障害者などの問
題に関する市内外の研修会・講習会等
への積極的な参加促進 A2 A2 →

研修会、講習会の開催通
知を受けた際には、職員
に呼びかけ積極的に参
加している。

継続して実施する。

338

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(1)人材の育成と活用 ①指導者の育
成

生涯学習課

指導員等の資質の向上

A1 A1 →

県や関係団体が行う研修
に指導員を参加させたほ
か、主体的なスキルアッ
プ研修も行った。
・研修会への参加　65回

継続して実施する。

339

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(1)人材の育成と活用 ①指導者の育
成

生涯学習課

女性、子ども、高齢者、障害者などの問
題に関する市内外の研修会・講習会等
への積極的な参加促進

A3 A1 ↑

県などが主催する研修会
へ、人権・同和教育推進
協議会員及び人権・同和
教育地域推進員の参加
を促進した。
・参加回数3回（地区別研
修会、差別と人権を考え
る県民集会、佐同教研究
大会分科会）

継続して実施する。

340

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(1)人材の育成と活用 ①指導者の育
成

生涯学習課

地域・職場における教育・啓発の指導・
支援

A1 A1 →

地区巡回講座や市職員
出演・制作のオリジナル
啓発動画をケーブルテレ
ビやユーチューブで配信
し啓発の裾野を広げた。

継続して実施する。

－
4
8
－
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341

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(1)人材の育成と活用 ①指導者の育
成

生涯学習課

なるほど！ザ・じんけんゼミナール、輝く
女性のための心のセミナーの開催

A2 A1 ↑

平常時の計画に戻し研修
を実施した。
・なるほど！ザ・じんけん
ゼミナール 4回

継続して実施する。

342

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(1)人材の育成と活用 ②人材の活用

生涯学習課

人権・同和教育地域推進員の地域巡回
講座への参加促進

A3 A3 →

地域推進員の地区巡回
講座への参加は一部に
留まった。

積極的な参加促進を促し
たい。

343

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(2)情報提供の充実・強化

人権・同和対策課

市広報紙、チラシ、パンフレット、ポス
ターなど印刷物による啓発やマスメディ
アやＳＮＳ等を活用した啓発 A1 A1 →

様々な人権問題について
広報紙、印刷物やホーム
ページ等を活用し啓発を
行った。

継続して実施する。

344

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(2)情報提供の充実・強化

生涯学習課

テレビ、映画、ビデオなど、その目的に
応じて媒体を活用した効果的な啓発の
促進 A1 A1 →

市職員出演・制作による
オリジナル啓発動画を
ケーブルテレビやユー
チューブで配信し啓発を
行った。

継続して実施する。

345

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(2)情報提供の充実・強化

生涯学習課

市のホームページで啓発

A1 A1 →

市職員出演・制作による
オリジナル啓発動画を
ホームページで配信し啓
発を行った。

継続して実施する。

346

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(2)情報提供の充実・強化

生涯学習課

市広報紙、パンフレット、チラシ、ポス
ター、イラスト、漫画、詩など、特性を活
かした新しい啓発手法の開発

A1 A1 →

市職員出演・制作による
オリジナル啓発動画を
ケーブルテレビやユー
チューブで配信するなど
新たな手法の啓発を実践
した。

継続して実施する。

347

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(3)参加しやすい人権啓発
イベントの開催

人権・同和対策課

ハートフルフォーラムの開催

A1 A1 →

12月5日に令和元年度以
来となる参集型でのハー
トフルフォーラムを市民セ
ンターで開催した。
今年度は敬徳高校の生
徒を中心に実行委員会を
組織し企画・運営にあた
り、500人を超える来場者
があった。

継続して実施する。
（令和6年度実施予定校：
伊万里実業高校）

348

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(3)参加しやすい人権啓発
イベントの開催

生涯学習課

同和問題講演会の開催

A2 A1 ↑

同和問題講演会を8月29
日に実施した。
参加者350人

継続して実施する。

－
4
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349

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(3)参加しやすい人権啓発
イベントの開催

生涯学習課

詩の朗読、資料展示、アトラクション等
の導入

A1 A1 →

同和問題講演会や人権
作品展で市職員出演・制
作のオリジナル啓発動画
の活用や作品を展示し
た。

継続して実施する。

350

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(4)教材・学習プログラムの
開発

学校教育課

学校保管の資料集活用（道徳の時間
等）

A1 A1 →

学校保管の資料集を活
用した。

継続して実施する。

351

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(4)教材・学習プログラムの
開発

学校教育課

実践事例集の作成

A1 A1 →

人権・同和教育の研究を
行うとともに、実践事例集
の作成を行った。

継続して実施する。

352

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(4)教材・学習プログラムの
開発

学校教育課

６年担任と中学校社会科担当の研修会
で検討
（発達段階に応じた指導資料の開発、
指導方法の改善）

A1 A1 →

人権・同和教育の研究を
行うとともに、情報共有を
行い、発達段階に応じた
資料の作成を行った。

継続して実施する。

353

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(4)教材・学習プログラムの
開発

学校教育課

６年担任と中学校社会科担当の研修会
で検討
（参加体験型の学習教材の制作、及び
情報の提供）

A1 A1 →

人権・同和教育の研究を
行うとともに、学習教材の
作成を行った。

継続して実施する。

354

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(4)教材・学習プログラムの
開発

学校教育課

各学校の人権同和教育担当を中心に
児童生徒の発達段階に応じた人権に関
する教育計画の作成、実施 A1 A1 →

各学校の人権同和教育
担当を中心に児童生徒
の発達段階に応じた人権
に関する教育計画の作
成、実施を行った。

継続して実施する。

355

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(4)教材・学習プログラムの
開発

学校教育課

各学校の人権同和教育担当を中心に｢
差別をしない、負けない、許さない｣態
度が身につくような教育内容の計画実
施 A1 A1 →

各学校の人権同和教育
担当を中心に｢差別をしな
い、負けない、許さない｣
態度が身につくような教
育内容の計画と実施を
図った。

継続して実施する。

356

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(4)教材・学習プログラムの
開発

学校教育課

各学校の人権同和担当を中心に参加・
体験型等による効果的な学習計画実施

A1 A1 →

各学校の人権同和担当
を中心に参加・体験型等
による効果的な学習を実
施した。

継続して実施する。

357

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(4)教材・学習プログラムの
開発

生涯学習課

県所有の資料活用

A1 A1 →

県所有の視聴覚教材を
教材研究に活用した。

継続して実施する。

－
5
0
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

358

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(4)教材・学習プログラムの
開発

生涯学習課

新しいパンフレット等の作成

A1 A1 →

市職員出演・制作のオリ
ジナル啓発動画を活用し
た。

継続して実施する。

359

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(4)教材・学習プログラムの
開発

生涯学習課

市民のニーズに応じた教材の開発

A1 A1 →

市職員出演・制作のオリ
ジナル啓発動画を活用し
た。

継続して実施する。

360

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(4)教材・学習プログラムの
開発

生涯学習課

参加体験型の学習教材の制作、及び
情報の提供

A1 A1 →

市職員出演・制作のオリ
ジナル啓発動画を活用し
た。

継続して実施する。

361

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(4)教材・学習プログラムの
開発

生涯学習課

公民館等における体験学習事業の展
開

A2 A2 →

地区人権・同和教育推進
協議会（事務局：地区Ｃ
Ｃ）において「部落差別の
現実に学ぶ」ことに重点
を置いた視察研修が計画
的に実施されている。

継続して実施する。

362

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(4)教材・学習プログラムの
開発

生涯学習課

人権教育を進める組織・団体との連携
による効果的な学習プログラムの開発

A1 A1 →

部落解放同盟、全日本同
和会の助言を得て制作し
たオリジナル啓発動画を
活用した。

継続して実施する。

363

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(4)教材・学習プログラムの
開発

生涯学習課

企業・職場内教育・研修における職務
や職階に応じた体系的な学習プログラ
ムの整備・充実

A2 A2 →

企業向けの体系的な学
習プログラムについて
は、先進地である福岡市
企業同和問題推進協議
会から入手したノウハウ
を活用している。

継続して実施する。

364

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(5)啓発団体等との連携

人権・同和対策課

様々な啓発団体や社会教育関係団体
との連携促進

A2 A2 →

審議会、同推協、人権擁
護委員協議会、公正採用
選考人権啓発推進連絡
協議会など各種団体等と
の連携を図った。

今後も連携を図っていく。

365

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(5)啓発団体等との連携

生涯学習課

人権・同和教育推進協議会等の啓発団
体や社会教育関係団体との連携促進

A1 A1 →

本市人権・同和行政は半
世紀に及ぶ「市人権・同
和教育推進協議会」との
協働で推進しており、県
のトップランナーと評価を
受けている。

継続して実施する。

－
5
1
－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

366

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(5)啓発団体等との連携

生涯学習課

企業や民間の各種団体等への人権教
育・啓発の呼びかけ

A2 A2 →

企業に対する主体的な取
り組みについては「職場
を社会教育のステージ」と
位置付けて営業を行って
いるが、まだ十分とは言
えず一層の推進が必要
である。

継続して実施する。

367

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(5)啓発団体等との連携

生涯学習課

適切な助言や情報の提供

A1 A1 →

啓発団体に対しては、所
職員出演・制作のオリジ
ナル啓発動画を活用し
た。

継続して実施する。

368

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(5)啓発団体等との連携

生涯学習課

区長会、子ども会等との連携

A2 A1 ↑

平常時に戻し計画どおり
実施した。
・ＰＴＡ等　15回
・区長会　1回

継続して実施する。

369

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(6)子どもの目線を基調とし
た人権・同和教育と啓発活
動の推進

人権・同和対策課

「全国中学生人権作文コンテスト」の実
施への協力

A2 A2 →

人権擁護委員協議会と連
携し、「全国中学生人権
作文コンテスト佐賀県大
会」の実施に取り組み、
伊万里・有田地区の全中
学校9校から1,913の応募
があった。

継続して協力する。

370

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(6)子どもの目線を基調とし
た人権・同和教育と啓発活
動の推進 生涯学習課

人権週間における児童生徒の人権作
品展を開催

A1 A1 →

12月の人権週間にあわ
せ小中学校との協働で児
童・生徒の人権作品展を
開催した。

継続して実施する。

371

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(7)相談・支援体制の充実 ①専門的な相
談機関との連
携 まちづくり課

市民相談業務における連携強化

A1 A1 →

相談内容により、担当課
や該当機関につなげ、問
題解決に努めた。

相談内容を十分に聞き取
り、相談者のニーズに
あった適切な相談窓口に
繋げる必要がある。

372

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(7)相談・支援体制の充実 ①専門的な相
談機関との連
携

まちづくり課

市民相談業務の実施

A1 A1 →

市民相談事業の中で、人
権擁護委員による人権相
談を月約2回実施し、4件
の相談に応じた。相談内
容により、相談者の気持
ちに寄り添い、不安解消
と適切なアドバイスを行っ
た。

相談担当職員のスキル
アップが必要である。

－
5
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－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

373

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(7)相談・支援体制の充実 ①専門的な相
談機関との連
携 福祉課

民生委員・児童委員、家庭児童相談室
等との連携

A1 A1 →

地区民児協での人権同
和研修を実施
（R5:2地区　参加者数36
名、R4:3地区　参加者数
44名）

継続して研修を実施す
る。

374

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(7)相談・支援体制の充実 ①専門的な相
談機関との連
携 人権・同和対策課

人権擁護委員の活動、人権相談事業
の充実

A2 A2 →

人権擁護委員協議会と連
携し、相談事業の充実を
図った。

継続して実施する。

375

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(7)相談・支援体制の充実 ①専門的な相
談機関との連
携

人権・同和対策課

人権擁護委員との連携、人権週間キャ
ンペーンの実施
人権相談業務の周知

A1 A1 →

伊万里人権擁護委員協
議会との協働で、12月2
日にJA伊万里農業まつり
会場で街頭啓発活動を実
施した。
12月の人権週間期間中
に、懸垂幕（市庁舎）との
ぼり旗（市庁舎、コミュニ
ティーセンター、市民セン
ター、隣保館、同和教育
集会所、西肥バス伊万里
営業所）を掲揚した。
広報12月号の人権週間
の特集記事で人権擁護
委員の活動を紹介した。
また、特設人権相談の市
広報やコミュニティセン
ターで発行する情報誌へ
の掲載など、人権擁護委
員協議会と連携し、相談
業務の周知を図った。

継続して実施する。

376

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(7)相談・支援体制の充実 ①専門的な相
談機関との連
携

人権・同和対策課

人権擁護委員による相談日の設置と市
民への周知

A1 A1 →

市庁舎やコミュニティセン
ターに特設相談所を開設
し、相談業務を行った。
開設に先立ち、市広報や
コミュニティセンターで発
行する情報誌で事前告知
を行った。

継続して実施する。

377

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(7)相談・支援体制の充実 ①専門的な相
談機関との連
携 人権・同和対策課

法務局等との連携による人権相談業務
（常設）、特設人権相談所開設支援

A1 A1 →

特設人権相談が市役所
で23回、コミュニティセン
ターで8回、計31回実施さ
れ、その開設を支援し
た。

継続して実施する。

－
5
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４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

378

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(7)相談・支援体制の充実 ②相談機関の
ネットワークづ
くり まちづくり課

市民相談業務の充実と各機関との連携

A1 A1 →

相談内容により、担当課
や該当機関につなげ、問
題解決に努めた。

相談時間が限られている
ため、相談者へ事前の適
切な説明と案内が必要で
ある。(予約の際に丁寧に
説明する等)

379

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(7)相談・支援体制の充実 ②相談機関の
ネットワークづ
くり 人権・同和対策課

相談窓口担当課との連携強化および相
談員等の研修参加促進

A2 A2 →

相談内容によって関係各
課と連携をとっている。ま
た、相談業務に係る専門
的な研修に積極的に参
加した。

継続して実施する。

380

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(7)相談・支援体制の充実 ③アウトリーチ
の取組

隣保館

一人暮らしの高齢者を対象とした個別
訪問による日常生活や地域の相談・支
援体制の充実 A1 A1 →

〇巡回相談の実施
期日：毎週水曜日
回数：50回
延べ人数：86人

継続して実施する。

381

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(7)相談・支援体制の充実 ④その他

まちづくり課

弁護士、人権擁護委員と連携した人権
相談業務についての市民への周知

A1 A1 →

市広報紙等を用いて人権
相談業務の周知(毎月2
回開催、6月1日は人権擁
護委員の日)を図った。

継続して、周知を行う。

382

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(7)相談・支援体制の充実 ④その他

まちづくり課

相談業務紹介パンフレットの配置
市広報紙、ケーブルテレビ等を用いた
事業の周知 A1 A1 →

市広報紙、ＣＡＴＶ等を用
いて事業の周知を図っ
た。

継続して、周知を行う。

383

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(7)相談・支援体制の充実 ④その他

人権・同和対策課

市広報紙、ホームページ等による周知

A1 A1 →

特設人権相談や子どもの
人権110番、女性の人権
ホットラインなどの相談を
市広報やホームページ等
で周知した。

継続して実施する。

384

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(7)相談・支援体制の充実 ④その他

福祉課

自殺対策基本計画に沿った事業の実
施

A1 A1 →

令和元年5月に策定した
伊万里市自殺対策計画
（R5中間見直し）に基づ
き、自殺対策を推進した。

継続して実施する。

385

14 効果的な
人権・同和教
育と啓発活動
の推進

(7)相談・支援体制の充実 ④その他

福祉課

人権問題に関する研修会への参加

A1 A1 →

案内があった研修には、
確実に参加し、自席で行
えるシステム上の研修も
確実に実施した。

積極的に研修等へ参加
を行う。

386

15 本市にお
ける計画の推
進

(1)推進体制

人権・同和対策課

推進本部を核とした各部署間の連携

A2 A2 →

平成19年度から推進本
部組織を整備し、本部、
幹事会、ワーキンググ
ループの位置づけを行
い、連携を図っている。

継続して実施する。

－
5
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－



４．個別評価

№ 施策の分野 施策の内容 施策の項目 担 当 課 具体的実施業務・事業名等
R4年度
評価

R5年度
評価

対
前年
動向

R5年度の実績
（事業の実施回数・参
加者数、前年度との相
違点等）

今後の課題
（R5年度やこれまでの
実績を踏まえての今後
の課題等）

387

15 本市にお
ける計画の推
進

(1)推進体制

人権・同和対策課

推進計画の趣旨及び内容の徹底

A2 A2 →

ホームページに計画書を
掲載するとともに、推進本
部・幹事会合同会議や審
議会で周知を図った。

継続して実施する。

388

15 本市にお
ける計画の推
進

(1)推進体制

人権・同和対策課

ワーキング部会の機能充実

A3 A3 →

現在、ワーキンググルー
プは設置していない。

必要に応じてワーキング
グループを設置するとと
もに、ワーキング部員の
資質向上を図っていく。

389

15 本市にお
ける計画の推
進

(2)国・県・他の市町及び関
係団体等との連携

人権・同和対策課

佐賀県同和対策推進連絡協議会との
連携

A1 A1 →

佐賀県同和対策推進連
絡協議会（同対協）にお
いて、様々な議題を協議
するとともに、県や同対協
7市と情報交換を行った。

継続して実施する。

390

15 本市にお
ける計画の推
進

(2)国・県・他の市町及び関
係団体等との連携

人権・同和対策課

各種の啓発団体、社会教育関係団体
等との連携

A1 A1 →

教育委員会事務局に働
きかけて、市同推協や各
町同推協等と連携を図っ
た。

継続して実施する。

391

15 本市にお
ける計画の推
進

(2)国・県・他の市町及び関
係団体等との連携

生涯学習課

各種の啓発団体、社会教育関係団体
等との連携

A1 A1 →

各種関係団体と良好な関
係を構築し協働による住
民啓発を展開している。

継続して実施する。
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ける計画の推
進

(3)評価と見直し

人権・同和対策課

状況と効果について年度末評価と公表

A1 A1 →

各課で前年度の実績評
価を行い、その結果を推
進本部会議に諮り、審議
会に報告した。

継続して実施する。
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ける計画の推
進

(3)評価と見直し

人権・同和対策課

社会状況の変化や必要に応じた見直し

A1 A1 →

全体的な見直しは毎年は
行わないが、追加すべき
具体的施策が生じた場合
は、新たな評価項目とし
て取り入れている。

継続して実施する。
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